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杉本 ヨー ロッパの野外博物館

ヨ ー ロ ッ パ の 野 外 博 物 館

その民族学的 ・地理学的研究

杉 本 尚 次＊

An Ethnological and Geographical Study of 

      European Open-Air Museums

Hisatsugu  SUGIMOTO

   Traditional rural houses have been studied by scholars from 
wide range of disciplines including ethnology, geography and 
various related fields. From an ethnological and geographical 

perspective the rural house is an important key to settlement 
structure. The typical characteristics of the roof types and 
building materials, house plans, farmstead types show regional 
differentiation and reflect specific aspects of local ways of life. 

   As a result of a rapid change in village life, Europe has faced 
the problem of a complete loss of its traditional folk architecture. 
Initially, Open-Air Museums were designed to preserve folk 
architecture and folk culture. The number of Open-Air Muse-
ums has grown considerably in the second half of the 20th century. 

   This paper reports on an ethnological and geographical 
survey conducted in 1971, 1978 and 1984 (especially 1984) of 57 
European Open-Air Museums. 

  1. Open-Air Museums in Europe (General View)—Historical 
    outline-

 2. Various aspects of European Open-Air  Museums  : 

   (1) Eastern Europe (Romania, Hungary, Czechoslovakia, 
      Poland), 

   (2) Central Europe (Federal Republic of Germany, Switz-
      erland), 

   (3) Western Europe (France, Spain, Ireland), 
   (4) Northern Europe  [reference  : Bulletin of National 

      Museum of Ethnology Vol. 5 No. 2, 1980].
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3. A Characteristics of European Open-Air Museums 

  (Generalization) 
 (1) Types and Kinds of Open-Air Museums 

 (2) An important key to Open-Air Museum Structure 
 (3) The Conference of European Open-Air Museums 
 (4) Open-Air Museum of Japan
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は じ め に

　 野 外博 物 館 は ，主 と して 伝 統 的 建 築 物 （民 家 そ の他 ） や生 活 用 具 類 な ど を セ ッ トに

して 野 外 に配 置展 示 して お り，民 家 を は じめ とす る伝 統 的 庶 民文 化 財 保 存 の重 要 な手

段 の一 つ に な って い る。 野 外 博 物 館 と い う用 語 は イ ギ リス の Ｏｐｅｎ－Ａｉｒ　Ｍ ｕｓｅｕｍ ，ド

イ ツ の Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍ ｕｓｅｕｍ，フ ラ ンス の Ｍ ｕｓ６ｅ　ｄｅ　Ｐｌｅｉｎ　Ａｉｒ あ るい は Ｅｃｏｍ ｕｓ６ｅ に

相 当 す る。 ポ ー ラ ン ドで は ， ス ウ ェ ー デ ンの ス トック ホル ム にあ る世 界 最 初 の野 外 博

物 館 Ｓｋａｎｓｅｎ の 名称 を と りい れ て お り，　Ｓｋａｎｓｅｎ は東 欧諸 国 で は野 外 博 物 館 を示 す

用 語 と して か な り使 わ れ て い る。 そ の他 ，各 国で 民 俗 公 園 （民族 公 園）， 歴 史 公 園 （風

土 記 の丘 ～ 日本） な ど の 中 に建 物 を移 築 した もの が あ る。

　 ヨ ー ロ ッパ で は， 産 業 革 命 ，人 口の都 市 集 中 な ど に よ る村 落 生 活 の 変 化 が ， 民 家 を

は じめ 伝 統 的建 築 物 の 減少 を招 い て い る が ， ２度 の世 界 大 戦 が これ らの傾 向 を促 進 し

て しま った。 近年 都 市 化 の進 展 を軸 に ，新 建 材 の 普 及 や ， 構 造 の 画一 化 が庶 民文 化 財

の 減少 に拍 車 を か け ，近 い将 来 に は完 全 な消 失 と い う問 題 に直 面 して い る。 今 や 野外

博 物 館 は，建 物 と して の伝 統 的住 居 （民家 ） と ， それ を と り ま く環 境 や 庶 民 の伝 統 的

生 活 文 化 に接 す る こ とが で き る貴 重 な 場 と な って い る。

　 野 外 博 物 館 は， 北 欧 か らは じま り， ヨー ロ ッパ 各 地 に広 が り， ヨ ー ロ ッパ 移 民 な ど

に よ る文 化 的 接 触 を 契機 にア メ リカ合 衆 国 ， カ ナダ ， オ ー ス トラ リアな ど新 大 陸 へ 波
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及 し，各 国 の民 族 意 識 の 昂 揚 や 伝統 文 化 の保 存 な ど， 社 会 教 育 的 要 素 を 背 景 に ア ジ ァ

（中 国 ， 韓 国 ， イ ン ドネ シ ア， フ ィ リ ピン， タ イな ど）， オ セア ニ ア （ハ ワ イ， フ ィ

ジー）， ア フ リカ （タ ンザ ニ ア） に も広 が った。 わ が 国 に も現 在 ２０余 の 野 外 博 物 館 が

誕生 して い る。

　 筆 者 は ， ヨー ロ ッパ 民 家 の 民 族 学 的 ・地 理学 的研 究 の た め ，各 国で 蓄 積 され て い る

民 家研 究 の文 献 資 料 を渉 猟 し， 研 究 展 望 を行 った ［杉 本 　 １９６９：２－２０， １９８０：４９５－

５０６］。 現 地 調 査 とな る と， 前 述 した よ う に伝 統 的 民 家 の激 減 か ら，現 在 で は，例 え ば

ス ウ ェー デ ンの ダ ー ラナ地 方 や ， ポ ー ラ ン ド南 部 か らス ロヴ ァ キァ北 部 に か けて の タ

トラ山地 周辺 等 々特 定 の地 域 で しか， その 姿 に接 す る こ とが で きな い状 況 で あ る。 幸

い ヨー ロ ッパ 各 地 に は数 多 くの 野外 博 物 館 が あ り， 古 い民 家 を 移築 保 存 して い る ので ，

１９７１年 ，１９７８年 ，１９８４年 に巡 検 ， 調 査 した５７の 野外 博 物 館 につ い て ，民 家 の地 域 性 や

展 示 の特 色 を探 ろ う とす る。 な お 『国立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 』 ５巻 ２号 で ，１９７１年

と１９７８年 の 調査 を基 礎 に第 １次 報 告 を 行 った が ［杉 本 　 １９８０：４９３－５９２］，今 回の 報 告

は第 ２報 にあ た り，１９８４年 に巡 検 ， 調 査 した 東 欧 諸 国 や ス イス ，西 ドイ ッ ， フ ラ ンス，

スペ イ ン， アイ ル ラ ン ドの 野外 博 物 館 資 料 が 中心 とな って い る。 な お最 後 に ヨー ロ ッ

パ 野 外 博物 館 の総 括 を行 い ，若 干 わ が 国 の野 外 博 物 館 に言 及 す る。

１．　 ヨー ロッパ野外博物館 の概況　 歴史的背景 を中心 に一

ヨ ー ロ ッパ の 野外 博 物 館 は ，西 ドイ ツ の Ａ，Ｚｉｐｐｅｌｉｕｓ の 『ヨー ロ ッパ の 野外 博 物

表 １　 ヨーロ ッパの主要 野外博物館数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

国 名

ス ウ ェ ー デ ン

フ ィ ン ラ ン ド

ノ ル ウ ェ ー

デ ン マ ー ク

ア イ ス ラ ン ド

ベ ル ギ ー

オ ラ ン ダ

イ ギ リ ス

ァ イ ル ラ ン ド

フ ラ ン ス

オ ー ス ト リ ア

ス イ ス

野外博
物館数

２２

３２

２７

７

１

１

３

８

１

４

６

１

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

国 名

西 ド イ ツ

東 ド イ ツ

ポ ー ラ ン ド

チ ェ コス ロ ヴ ァキ ァ

ハ ン ガ リ ー

ル ー マ ニ ァ

ブ ル ガ リ ア

ユ ー ゴス ラヴ ィァ

ソ 連

ス ペ イ ン

計

野外博
物館数

１１

８

１１

４

７

５

１

２

１９

２

１８３

［ＺＩＰＰＥＬＩｕｓ　 １９７４］ の資 料 によ る （一 部 補 充 　 ＊ １９８４　 ＊＊ １９７８）
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表 ２ ヨ ー ロ ッ パ の 野 外 博 物 館 数 （１９８２）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

国 名

設 立 年

ス ウ ェ ー デ ン

フ ィ ン ラ ン ド

ノ ル ウ ェ ー

デ ン マ ー ク

ア イ ス ラ ン ド

ベ ル ギ ー

オ ラ ン ダ

イ ギ リ ス

ア イ ル ラ ン ド

フ ラ ン ス

オ ー ス ト リ ア

ス イ ス

西 ド イ ツ

東 ド イ ツ

ポ ー ラ ン ド

チ ェ コス ロ ヴ ァキ ァ

ハ ン ガ リ ー

ル ー マ ニ ア

ブ ル ガ リ ア

ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィァ

ソ 連

ス ペ イ ン

１９１８年

以 前

計

３１

５

５０

４

１

１０

２

１

１０４

１９１９～

１９５８年

２７３

３９

１２８

３

１

１

４

１

１５

１

４

１

２

２

２

２

１０

１

４９０

１９５９年
以 降

６６

２４

３２

１

２

８

２

８

１７

１

５０

９

３２

１９

１７

１５

２

８

２３

１

３３７

設 立 年
不 明

７９２

１６２

１０４

４

１

４

２

１１

１

１

２８

１，１１０

計

１，１６２

２３０

３１４

１１

１

３

７

１２

２

８

１８

１

７５

１２

３９

２０

３０

１８

５

１０

６１

２

２，０４１

＊ 建 設 中 の ものを 含 む 。 ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ １９８４］ の資 料 に よ る

館 ハ ン ドブ ック』 ［ＺＩＰＰ肌 ｌｕｓ　 ｌ９７４］ によ る と，主 要 な もの だ け で も ヨー ロ ッパ 全 域

で １７６あ る。 ハ ン ドブ ック に記 載 され て いな いが ，観 光 的 要素 の強 い ス ペ イ ンの バ ル

セ ロ ナの 「ス ペ イ ン村 」 や ， ス イ ス のバ レ ンベル ク に１９７８年 開館 した 国立 野 外 博 物 館 ，

フ ラ ンス の Ｅｃｏｍｕｓ６ｅな どを 加 え る と，２２力 国 ，合 計 １８３と な る 〔表 １〕。 最 近 出版

され た ポ ー ラ ン ドの Ｊ．ｃｚａｊｋｏｗｓｋｉ の 『ヨー ロ ッパ の 野外 博 物 館 』 ［ｃｚＡＪＫｏｗｓＫＩ

１９８４］ に よ る と総 計 ２，０４１とな って い る 〔表 ２〕。 この うち ，１，１１０は建 設 中 の もの も

含 む が ， 大 半 は創 立 の 年 次 も不 明 な小 規 模 地 方 野 外 博 物 館 で ，各 自の 民家 を夏 季 に民

家 博 物 館 と して 開 放 す るボ ラ ンテ ィア 的 な も のが 多 い。 しか も １，０５８ は， ス ウェ ー デ

ン， ノル ウ ェー ， フ ィ ン ラ ン ドの北 欧 ３国で 占 め られ て お り，総 数 で も１，７０６に達 し，

北 欧 に集 中 して い る。 そ の他 ， 中部 ヨー ロ ッパ 諸 国， 東 欧 諸 国 ， イ ギ リス ， フ ラ ンス ，

ア イル ラ ン ド， ス ペ イ ンに も分 布 して い る。 野 外 博 物 館 の分 布 を地 域 的 に概 観 す る と，
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図 １　 ヨー ロ ッパ の 野 外 博物 館 分 布 図 （［ＺＩＰＰＥＬＩｕｓ　 １９７４］の 資 料 に よ り編 図 ）

イ タ リア ， ギ リシァ ， ポ ル トガ ル， スペ イ ンな ど地 中海 地 域 の諸 国 に は少 な い。 これ

は減 少 の 激 しか った 木 の 文化 と，耐 久 性 の あ る石 の 文 化 の 差 や ，地 中海 地 域 にお け る

豊 富 な 文 化 財 の存 在 も無 関係 で は な い で あ ろ う。

　 世 界 で 最初 に オ ー プ ン した 野外 博 物 館 は， ス ウ ェ ーデ ン の ス トック ホ ル ム に あ る

Ｓｋａｎｓｅｎ で ，１８９１年 の こ・とで あ る が ， それ 以 前 に，野外 博 物 館 建 設 を示 唆 す る種 々の

動 きが あ った 。 ま ず ， １７９０年 ス イ ス人 Ｃｈａｒｌｅｓ　ｄｅ　Ｂｏｎｓｔｅｔｔｅｎ の 「諸 民 族 の 家 族 や 農

場 と共 に， ラ ップ ラ ン ドや フ ェ ロー諸 島 や ア イ ス ラ ン ドの 人 た ちの 民家 が あ る よ うな

海 浜 に イ ギ リス 風 庭 園 を 造 る」 とい う， ロ マ ンテ ィ ックな着 想 が あ げ られ る。 実 現 し

な か った が ，１７９３年 ， 彼 に よ って デ ンマ ー クの Ｆｒｅｄｅｎｓｂｏｒｇ 城 の庭 園 に野外 博物 館
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を作 る計 画 が あ った 。 これ らが あ る意 味 で は ， 野外 博 物 館 概 念 の起 源 と もみ ら れ る

［ｃｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　１９８１：１２－３１］。 ノ ル ウ ェー で は ，１８４１年 に Ｊ。　ｃ．　Ｄａｈｌが ｗ ａｎｇ 湖

地 方 か ら中 世 風 の 教会 を 買 い ， Ｆｒｅｄｅｒｉｃｋ　Ｗ ｉｌｌｉａｍ　ＩＶ 世 の ポ ツ ダ ム の庭 園 に贈 った

の が 起 源 と され る。 １８８４年 か ら１８８８年 にか けて 中 世 風 の 教会 と他 に数 種 の建 物 が 国王

Ｏｓｃａｒ　ＩＩ世 の 命 令 で オ ス ロー の Ｂｙｇｄφｙ 半 島 へ移 され た が ， この ノ ル ウ ェ ーの 民 俗

建 築 の コ レ ク シ ョンが ，Ｈ ．Ｊ．　Ａａｌｌに よ って 充 実 され ， １ｇｏ２年 ノ ル ウ ェ ー民 俗 博 物 館

と して 開 かれ る こと にな る。 リ レハ ンメ ル 民俗 博 物 館 の 創設 者 Ａ．Ｓａｎｄｖｉｋ は，転 地

療 養 先 で ，民 俗 文 化 の 失 わ れ ゆ く姿 を 嘆 き，１８９４年 に この地 方 の 古 い農 家 を 購入 し は

じめ ， コ レク シ ョ ンを 整 備 して１９０４年 に開 館 して い る。

　 オ ラ ンダ で は１８８３年 か ら１９０３年 に か け て ， 国際 植 民 地 展 示 の た め に作 った イ ン ドネ

シ ア各 地 域 の 民 家 模 型 が残 さ れ た が ， これ も野 外 博 物 館 構 想 に一 つ の示 唆 を与 え る こ

と にな った 。 ポ ー ラ ン ドで は １８８８年 に １．Ｂａｒａｎｏｗｓｋｉ教 授 と実 業 家 の Ａ．　Ｓｃｈｏｌｔｚｅ

が タ トラ山 博物 館 の 隣 に典 型 的 な 山村 民 家 を建 て る計 画 を した ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　１９８１：

１２－１３］ の も一 種 の 先 駆 とみ られ る。

　 １８７３年 ウ ィー ン万 国博 覧 会 の時 に， 模 型 と実物 の い くつ か の民 家 に よ る民 族 村 展 示

が行 わ れ た が ［ＺＩＰＰ肌 ｌｕｓ　 １９７４：１９３－２０４］， これ が伝 統 文 化 保 存 へ の 関 心 を 喚 起 し

た と もいわ れ る。

　 ス ウ ェー デ ンで は Ａ・Ｈａｚｅｌｉｕｓ が １８７２年 頃 か ら家 具 や 衣 装 な ど物 質 文 化 の収 集 ，

保 存 を は じめて い る。 １８７３年 ウ ィー ンを訪 れ て万 博 民 族 村 の展 示 を見 学 して お り， 野

外 博 物 館 構 想 へ の 刺 激 を 受 けた と考 え られ る。 Ｈａｚｅｌｉｕｓは， １８７８年 パ リの万 国博 覧

会 で 伝 統 的 な 衣 装 や 農 家 の室 内展 示 を行 った が， １８８５年 に は最 初 の 建物 を購 入 し， 野

外 博 物 館 へ の 準 備 は本 格 化 し， １８９１年 ジ ュー ル ゴ ー デ ン島 に Ｓｋａｎｓｅｎ を 開館 した。

ス ウ ェー デ ンで は国王 が趣 味 的 に 中世 家 屋 の 模 型 を 作 らせ た りす る こ とは あ った が ，

一 般 大 衆 に公 開す る 目的 を も った もの は Ｓｋａｎｓｅｎ が 最 初 と い え よ う　［岡 崎 ・杉 本

１９７８；杉 本 　 １９７７：９６－１００］。 ス ウ ェー デ ン南 部 に あ るル ン ドの文 化 史 博 物 館 野 外 展

示 場 も同 じ年 に開 か れ て い る。 前 記 の ノ ル ウ ェー民 俗 博 物 館 は１９０２年 に オ ー プ ン した

が ，多 分 に ス ウ ェ ーデ ンとの 対 抗 意 識 が 背 景 に あ った。

　 デ ンマ ー クで は， １８７８年 の パ リ万 国 博 覧会 で Ｈａｚｅｌｉｕｓ と交 流 した Ｂ．０１ｓｅｎ の努

力 が結 実 し， １９０１年 コペ ンハ ーゲ ン北 郊 リ ング ビ イ に フ リー ラ ン ド ・ム セ ーが 開 か れ

た ［Ｍ ｌｃＨＥＬｓＥＮ　 １９６６：２２７－－２４３］。

　 フ ィ ンラ ン ドで は１９０６年 ツル クの城 庭 と， Ｋｅｍ ｉｏ島 に野 外 博 物 館 が で きた が ， こ

れ はス ウ ェ ーデ ン文 化 の影 響 が 強 い フ ィ ン ラ ン ド西 南 岸 の 民族 文 化 を表 示 す る こ とに
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な った 。 １９０９年 フ ィ ン ラ ン ド全 域 の古 民 家 な どを 集 あ た ヘ ル シ ン キの セ ゥ ラサ ー リ野

外 博物 館 が 開館 した が ， この背 景 に は フ ィ ン ラ ン ドが ， ス ウ ェ ーデ ン と ロ シア に対 し

て 独 立性 を示 す 国 家意 識 の昂 揚 が関 連 して いた よ うで あ る。

　Ｓｋａｎｓｅｎ の 創 設 者 Ｈａｚｅｌｉｕｓの モ ッ トー 「あ な た 自身 を 知 りな さい」 に示 さ れ る よ

う に，彼 の考 え は人 間 的 ，民 族 的 で あ り， まず 伝 統 的 な建 築物 を保 存 す る こ とに 目標

が あ った。

　 Ｃｚ　ａｊ　ｋｏｗｓｋｉは ， 野外 博 物 館 の歴 史 を表 ２の よ うに ① １８９１（ス カ ンセ ン創 設 ）－１９１８

年 ， ② １９１９－ １９５８年 ， ⑧ １９５９年 以 降 の ３期 間 に 分 け て い る ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 ｌ９８４：

３７１－３８１］。 最 初 の 期 間 に は１０４の 野 外 博 物 館 が 開 設 され ， そ の う ち８１が ス ウ ェー デ ン

とノ ル ウ ェー に あ る。 他 は ドイ ツ， フ ィ ンラ ン ド， デ ンマ ー ク， オ ラ ンダ ， ポ ー ラ ン

ドに散 在 して い る。 北 欧 に集 中 しつ つ も， 第 １次 大 戦 まで に野外 博 物 館 の構 想 は ヨー

ロ ッパ 中 に広 が った 。 以 上 の よ うに ヨー ロ ッパ の 野 外 博 物 館 は北 欧 か らス タ ー トして

い るが ，極 初 期 の 野外 博 物 館 は ，創 設 が特 定 個 人 の 努 力 に よ って 推 進 され た こ とが特

色 とな って い る。 この方 式 も次 第 に地 域 連 合 や 都 市 あ るい は国 家 な どに よ る運 営 へ と

移 って行 く。 北 欧諸 国 が 野外 博 物 館 のパ イオ ニ ア とな った 背 景 と して は， 北 欧諸 国 に

お け る１９世 紀 の愛 国 的 ロマ ン主 義 に よ る民 族 意 識 の 昂 揚 と， 民 族 （民 俗 ） 文 化 が 国 民

文 化 とい え るよ うな状 況 に あ った こ とが あげ られ よ う。

　第 １次 大 戦 は新 しい 野外 博 物 館 の発 展 を抑 えた が ， 大 戦 後 に形 成 され た ヨー ロ ッパ

新 政 治 地 図 によ って 国 家 的 ，地 域 的 な ま と ま りが 強 化 され ， 北 欧 諸 国 は も と よ り， オ

ース ト リア， チ ェ コス ロヴ ァキ ア ， ラ トヴ ィァ， ソ連 ， ル ーマ ニ ア， ハ ンガ リー， イ

ギ リス ， ドイ ツ な ど各 国 で野 外 博 物 館 の建 設 が 進 め られ た 。 と くに１９３６年 開 館 の ル ー

マ ニ ア の 首都 ブ ク レ シ ュチ の村 落 博 物 館 （Ｍ ｕｚｅｕｌ　Ｓａｔｕｌｕｉ）は， 建 物 数 に お い て ヨー

ロ ッパ 最 大 の もの とな った。

　第 ２次 大 戦 で は ， ル ー マ ニ ア， トラ ンシル ヴ ァニ アの Ｃｌｕｊの よ うに戦 火 が及 び破

壊 され た もの もあ った が ，戦 後 ，失 わ れゆ く伝 統 的 民 族 （民 俗） 文 化 財 の 保 存 運 動 の

向 上 もあ って ，各 国 で多 くの 野外 博 物 館 が 創 設 され ， ヨー ロ ッパ ２２力 国 に広 が って い

った 。

　 ヨ ー ロ ッパ 野外 博 物 館 の諸 問題 は ，１９５６年 ジ ュネ ー ブ で 開 か れ た ユ ネ ス コ の ＩＣＯＭ

（国 際 博物 館 会 議 ） で は じめて 取 りあ げ られ ， １９７２年 に は ヨー ロ ッパ 野外 博 物 館連 合

の 創 立 と い う， 国 際 的 な討 議 の場 へ と広 が る こと にな った 。
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皿．　 ヨー ロ ッパ野 外 博 物 館 の 諸 相

　 巡 検 調査 した ヨ・一・ｍ ッパ の略 外 博 物 館 ５７の 中 か ら， １９８４年 に 調査 した２０余 を 選 び ，

移 築 建 物 （主 と して 民 家 ） の地 域 性 や 展 示 の 特 色 を検 討 す る。

　 １． 東 ヨ ー ロ ッパ 諸 国

　 東 ヨ ー ロ ッパ 地 域 の民 家 研 究 につ いて は， １９７０年以 降 ，地 域 別 の 調査 研 究 や その 集

大 成 が 行 わ れ は じめた 。 Ｖ．　Ｍ ｅｎｃｌの チ ェ コス ロヴ ァキ ア全 域 の民 家 研 究 の 総 括 が 出

版 され た し ［Ｍ ＥＮｃＬ　 ｌ　９８０］， ポ ー ラ ン ドの Ｃｚａｊｋｏｗｓｋｉらを 中心 と した 民 家 研 究 と

野外 博 物 館 の充 実 な ど ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 １９８１］新 しい研 究 動 向 と して 注 目 され る。 わ

図２ 東 欧 野 外 博 物 館 分 布 図

２７０



杉本　 　ヨー ロッパの野外博物館

が国では，建築学者の太田邦夫 ら研究グループが，１９７４年以来，カルパチァ山地やバ

ルカン半島など東ヨーロッパ諸地域のフィール ドワークを行い，民家木造架構技術の

研究を続 けている ［太田 ・浅井（他）　１９７７：１８９－２０３，１９７８：１３－２２］。 最近まとまっ

た 『ヨーロッパ の木造建築』はその集大成であり ［太田　１９８５］， とくに住居とそれ

を囲む自然や社会環境，歴史的背景との関連を重視 しつつ，住居を重要な文化的現象

として系統的に捉えようとする姿勢は高 く評価される。

　東欧諸国やソ連など社会主義国でも，野外博物館の建設が進んでいる。伝統的庶民

文化財を保存 し，社会教育の場として，或いは観光資源として活用するため，近年そ

の拡充がめざま しい。

１．１　 ル ー マ ニ ア

　 １・１・１ ブ ク レ シ ュチ村 落 博 物 館 ［Ｍ ｕｓｅｕｌ　Ｓａｔｕｌｕｉ］

　 首 都 ブ ク レシ ュ チの 村 落 博 物 館 は， ル ーマ ニ ァ を代 表 す る 野外 博 物 館 で あ る。 １９２５

～ ３５年
・ ブ ク レシ ュ チ大 学 の 社 会 学 者 Ｄ・Ｇｕｓｔｉを リー ダ ー と して ， ル ー マニ ア各 地

の４０以 上 の 村 落 の 民 俗建 築 や 民 具 な ど の 調査 が行 わ れ た 。 これ らが基 礎 とな って ， ブ

ク レシ ュ チ北 郊 ヘ ラス トラ ウ湖 畔 の ス ロー プ ４～ ５ｈａ の 敷 地 に， 各 地 の代 表 的 な民

家 や 木 造 教 会 な ど２７棟 余 が 集 め られ ，１９３６年 にオ ープ ン して い る。 そ の後 ，Ｇ ，　Ｆｏｃｓａ

館 長 らの 努 力 によ って１９４８年 に １０ｈａ と拡 充 し， 移築 建 物 も ２６５棟 ， ヨー ロ ッパ 最 大

数 とな った。

　 建 物 は主 と して１７世 紀 か ら２０世 紀 初 頭 まで の もの で ， 農 家 な どは４０余 を屋 敷 単 位 に

主屋 と付 属 建 物 を セ ッ トに して 配 置 して あ る。 農 家 は木 造 組 積 造 り （校 倉 造 り） や 土

　 　 　 　 　 　 こけらぷき

壁 で草 葺 ま た は柿 葺 屋 根 が多 い。付 属 建 物 と して家 畜 舎 ，納 屋 ，穀 倉 ， 乾 草 小 屋 な ど

が あ る。 そ の他 木 造 教 会 や 鐘 楼 ，十 字 架 堂 な ど宗 教 関係 の建 物 。 風 車 ， 水 車 。 鍛 治屋 ，

陶器 工 房 ， 製 粉 小 屋 ， 搾 油 小 屋 ， 晒布 工 場 ，砕 鉱 機 場 ，羊 毛 流 小 屋 な ど農 村 工 業 に 関

す る建 物 も多 い。

　 湖 畔 の緩 や か な ス ロ ープ と い う優ｉれ た環 境 だ が ，面 積 （１０ｈａ）に比 べ て建 物 数 が多

く， や や 建 て こん だ 感 じにな って い る。

　 カル パ チ ア山 地 （東 カ ルパ チ ア， トラ ン シル ヴ ァニ ア ア ル プ ス），　 トラ ン シル ヴ ァ

ニ ア地 方 ， Ｗ ａｌｌａｃｈｉａ平 原 ，　 Ｍ ｏｌｄａｖｉａ地 方
， ドナ ウ下 流 の Ｄｏｂｒｏｇｅａ地 方 な ど ，

ほぼ地 域 別 に配 置 して い る。 ２５，０００点 の 生 活 用 具 類 な どが 各 民 家 内部 に展 示 して あ る。

家 に よ って は ，過 密 に陳 列 して い る もの も あ るが ， 生 活 の あ る姿 を再 現 しよ うと して

い る。 ２～ ３の事 例 を示 す。

　 トラ ン シル ヴ ァニ ア地 方 北 部 ， 民芸 の 宝庫 とい わ れ る Ｍ ａｒａｍ ｕｒｅｓ 地 方 の 民 家。
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図３　ブクレシュチ村落博物館，移築建物原地分布図

主屋は草葺や柿葺 （削ぎ板葺），寄棟型で ５００－一一６０。の急勾配屋根。柏材を使った組積

造 り（校倉造り）の壁面で，家屋の前面か ら側面 にかけてアーチ式の柱廊がついている。

間取 りは中央に玄関ホール，左右に居間と寝室 （倉庫）の３室形式が多い。居間には

写真 １　 カルパ チア山地南部の民家と特有の門 （縄 目など種 々の浮彫がある）

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ［ブク レシュチ村落博物館］
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暖炉があり，織物や食器，壺，バター

づくり桶等々生活用具類が豊富に展示

してある。暖炉の形式 も地域によって

多様性がある。美 しい刺 しゅうのベッ

ドカバーや枕を積みあげたものが多い。

ガラス絵のイコンなどを陳列 している

民家 もある。

Ｍａｒａｍｕｒｅｓ地方 の ＢｅｒｂｅＳｔｉか ら

移 した民家は，屋敷を小屋根つきの低

い垣が囲む。門がすばらしく，門柱に

は縄目や柏の木の葉，太陽と月など種

々の浮き彫りを施 している。これ らが

組み合わさって生命の樹を象徴 してい

るという ［野村　１９７９：１５－１７］。付属

建物 として柿葺寄棟屋根の納屋と穀倉，

４本柱の方形屋根の乾草小屋，特異な

形態の柳の枝を編んだ，とうもろこし

貯蔵庫がある。伝統的な農村生活がよ

く判るようなセット展示にしてある。

写真 ２　 ４本柱で支 えた方形柿葺屋根 の乾草

　 　 　 小屋，乾 草の量 によって屋根を上下

　 　 　 できる （Ｍａｒａｍｕｒｅｓ地方）

　 　 　 ［ブク レシュチ村落博物館］

ヘ ラス トラ ウ湖 畔 に は水 車 ， 搾 油小 屋 や ， 黒 海 に近 い Ｄｏｂｒｏｇｅａ 地 方 ドナ ウデ ル タ

地 帯 の風 車 ３基 と漁 場 小 屋 が 並 ぶ。 同 地 方 の 漁 家 （１９世 紀 ） は瓦 葺 で低 く，漆 喰 塗 の

壁 で ，前 面 はバ ル コ ニ ー風 にな って い る。 家 屋 内部 は， 居 間 に暖炉 が あ り，玄 関 口 に

炉 （焚 口） が あ る。 低 い台 座 の べ ッ、ドや 壁 に は美 しい カ ー ペ ッ トが敷 きつ めて あ る。

Ｍ ｏｌｄａｖｉａ地 方 の民 家 は 野外 博 物 館 の北 寄 りの地 区 に集 めて あ る。 寄 棟 草 葺 また は柿

葺 屋 根 で ， 塗 り壁 の 民 家 が 多 い。

　 ル ー マニ アの 伝 統 的 民 家 は， カ ル パ チ ア 山 地 で は木 造 校 倉 造 りが優 占 して い るが ，

Ｍ ｏｌｄａｖｉａ，　Ｗ ａｌｌａｃｈｉａ 平 原 か ら東 方 ウ ク ライ ナ に か け て塗 り壁 ， 日乾 レ ンガの 壁 が

多 くな り， ス ラブ文 化 の 影 響 圏 に入 る よ うで あ る。

　 博 物 館 で は曜 日 に よ って 陶 器 ， 刺 しゅ う，機 織 り，搾 油 な ど の作 業 実 演 や ， 民 俗 音

楽 の 演奏 も行 わ れ て い る。 主 売 店 は入 場 門 （管 理 棟） に あ って ， ル ー マ ニ ア各 地 の民

族 誌 や ，建 物 の移 築 前 地 を示 す 分 布 図 や 間 取 図 の入 った詳 しい ガ イ ドブ ック （英 ， 仏 ，

独 ， ル ー マ ニ ア語 別 ）， リー フ レ ッ ト， 絵 葉 書 類 も完 備 して い る。　 ヨー ロ ッパ で も屈
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指 の充 実 した 野 外 博 物 館 で あ り， ル ーマ ニ ア全 土 の 伝統 的庶 民文 化 を展 望 で き る首都

ブ ク レ シ ュチ観 光 ル ー トの 一 大 拠 点 に な って い る ［ＮＥＧｏｌＴＡ （ｅｄ・）　 １９８３］。

　 １．１２． トラ ン シル ヴ ァニ ァ民 族 （民俗 ）博 物 館 野外 展 示 場 ［Ｍ ｕｚｅｕｌ　ｅｔｎｏｇｒａ丘ｃ　ａｌ

　 　 　 Ｔｒａｎｓｉｌｖａｎｉｅｉ，　Ｓｅｃ１ｉａ　ｆｎ　ａｅｒ　ｌｉｂｅｒ］

　 トラ ン シル ヴ ァニ・ア地 方 の 中心 都 市 Ｃｌｕｊ　Ｎａｐｏｃａ に あ る トラ ンシル ヴ ァニ ア民 族

（民 俗）博 物 館 は，同地 方 の農 具 ，織 機 ，民 俗 衣 装 な ど民 俗 文 化 財 を ，実 物 と分 布 図 を 中 心

に系 統 的 に展 示 して い る，ま とま った博 物 館 で あ る。 同 博 物 館 の 野 外 展 示 場 （野 外 博 物

館 ） は ，Ｃｌｕｊの 町 を 出 は ず れ た丘 陵 の緩 斜 面 （１５ｈａ） に立 地 して い る。 １９２９年 民 俗

公 園 と して Ａｌｂａ地 方 の Ｖｉｄｒａ 村 か ら最 初 の民 家 が移 され ， 建 物 数 も増 加 した が ，

１９４４年 ，戦 争 で大 半 焼 失 した 。 本 格 的 な 民 家 の 移築 復 元 は第 ２次 大 戦 後 で あ る。 現 在

トラ ンシ ル ヴ ァニ ア地 方 の 各 地 域 の 代 表 的 な 民 家 な ど５０棟 近 くが集 ま って い る。 ２部

分 に わ か れ ，敷地 の１／３の ス ペ ース が 農 村 伝 統工 業 関係 の セ ク シ ョ ンで ，製 材 所 ， 毛 織

物 工 場 ，砕 石 工 場 ，石 工 の 家 ， 陶 器 工 房 ，鍛 治 屋 ，製 粉 ， ぶ ど う搾 り小 屋 ， 搾 油 小 屋 ，

水 車 な ど が あ る。 陶 器 工 房 にな って い る民 家 は トラ ン シル ヴ ァニ ァで も， ハ ンガ リー

平 原 に近 い Ｂｉｈｏｒ地 方 の もの で ，藁 葺 寄 棟 で 塗 り壁 にな って い る。農 村 家 屋 の セ ク シ

ョ ンは ，Ｍ ａｒａｍｕｒｅｓ を は じめ トラ ン シル ヴ ァニ ア各 地 の 藁葺 ，柿 葺 ，瓦 葺 の民 家 が ，

付 属 建 物 と共 に屋 敷 単 位 に展 示 して あ る。 室 内 は ２－ ３室 形 式 で ，炉 ， 暖 炉 ，地 方 色

豊 か な刺 し ゅ う入 りの 枕 や テ ー ブル ク ロス ，糸 車 ， ゆ りか ご， 調 理 道 具 な ど生 活 用 具

類 が豊 富 に 陳列 して あ る。

写真 ３　 急勾配の柿葺寄棟屋根校倉造 りの壁面を もつ Ｍａｒａｍｕｒｅｓ地方の民家

　 　 　　 　 　 　 ［トランシルヴ ァニ ア民俗博物館野外展示場］
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写真 ４　 トランシルヴァニア地方の民家の内部 （居間兼 寝室，刺 しゅう入 りの枕，

　　 　 イ コン，家具類の展示）

　　 　 　 　 　　 ［トランシル ヴァニア民俗博物館 野外展示 場］

　 カ ル パ チ ア 山地 が 東 か ら南 を と り囲む トラ ンシ ル ヴ ァニ ァ地 方 は，歴 史 的 に西 方 ド

ナ ウ流 域 を通 じてゲ ル マ ン文 化 の 影 響 が あ る。 地 域 差 はあ るが ， 民家 で も塗 り壁 ， 日

乾 セ ンガ ，焼 成 レ ンガ壁 が多 くな って い る。 これ は森林 資 源 の 減少 か ら，ハ プ ス ブル

ク家 に よ る純 粋 木 造 の 禁 止 な ど もあ って Ｍ ａｒａｍｕｒｅｓ地 方 を 除 い て木 造 民 家 が激 減

した とい わ れ る ［太 田　 １９８５：１２１－１２４］。

　 Ｂｒａ§ｏｖ か ら移 した 古 民 家 は中 庭 を 建 物 が 囲 む形 を とっ て い る が ， ドイ ツ移 民 の多

い 地 域 だ け に ， そ の影 響 が考 え られ よ う。

　 民 家 の他 に村 の十 字 架 堂 ， 集 会 所 ， 尖 塔 を もつ １８世 紀 の木 造 教 会 ３棟 な ど が野 外 博

物 館 の 景観 に変 化 を与 え て い る。 農 村 セ ク シ ョ ンに近 く ＳＬ を 展 示 す る計 画 が あ る。

　 ブ ク レ シ ュチ の村 落 博 物 館 は， ナ シ ョナ ル レ ヴ ェル の 野外 博 物 館 だ が， こ こは優 秀

な 大 地 域 （多地 域 ） 野外 博 物 館 と い え る。

　 ル ー マ ニ ア に は ，他 に Ｓｉｂｉｕ に あ る伝 統 的 農 村工 業 関係 の建 物 を 集 め た野 外 博 物 館

（Ｍ ｕｚｅｕｌ　ｔｅｈｎｉｃｉｉ　ｐｏｐｕｌａｒｅ　ｄｉｎ　Ｄｕｍ ｂｒａｖａ　Ｓｉｂｉｕｌｕｉ）。　Ｔｉｍｏ寧ｏａｒａや ＧｏｌｅＳｔｉの 野

外 博 物 館 は ぶ ど う裁 培 と ぶ ど う酒 醸 造 関 係 の 建 物 を 主 に して い る し，Ｔｕｌｃｅａ の 漁 業

関係 の資 料 を集 めた 野 外 博 物 館 な どユ ニ ー クな もの が 多 い。

１．２　ハ ンガ リー

１．２．１． ハ ンガ リー 野外 民 族 （民 俗 ） 博 物 館 　 ［Ｓｚａｂａｄｔ６ｒｉ　Ｎ６ｐｒａｊｚｉ　Ｍ Ｕｚｅｕｍ，

　 　 Ｓｚｅｎｔｅｎｄｒｅ］

ブダ ペ ス トの 北 郊 ２０ｋｍ に あ る衛 星 都 市 Ｓｚｅｎｔｅｎｄｒｅ の 市 街 地 を 少 しはな れ た ，
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小 山 を ふ くむ緩 や か な丘 陵地 帯 （４７　ｈａ） に位 置 して い る。 ハ ンガ リー で も Ｓｋａｎｓｅｎ

とい う名 称 を 野外 博 物 館 の標 示 に使 用 して い る。

　 １９６６年 ブダ ペ ス トの ハ ンガ リー 国立 民 族 博 物 館 で 計 画 が 進 め られ ， 野外 展 示 部 門 と

して １９７２年 に独 立 して い るが ，一 般 公 開 は１９７４年 。１９７７年 にハ ンガ リー東 北 部 の Ｔｉｓｚａ

川 上 流 地 方 の 家 屋敷 の移 築 復 元 が 完 了 し， 実質 的 開館 とな った。 現 在 完 成 して い る

Ｔｉｓｚａ 川上 流地 域 は ，集 落 の復 元 と い う形 を と って い る。 村 の広 場 に木 造 柿 葺 の 印象

的 な 中 世 様 式 の 鐘 楼 と，柿 葺 屋根 ， 白壁 の教 会 が あ り 〔図 ４，５－１，５－２〕， 道路 に沿 って

居 住 棟 が 妻 側 を 向 けて 並 ぶ 配 置 を と って い る。 した が って 屋 敷 地 割 も道 路 沿 い に 比 べ

て 奥 行 が 深 く， 主 と して主 屋 の 背後 に納 屋 ，家 畜 舎 な どが 並 ぶ 建 物 配 置 に な って い る。

この よ うに主 屋 と付 属 建 物 を セ ッ トに した屋 敷 ４つ で 構 成 し， 集 落 ご と再 構 成 した よ

うな 形 にな って い る。 この 集 落形 態 は ， エ ル ベ川 以 東 の 東 部 ドイ ッ に多 い 街村 の影 響

が強 い といわ れ ， ハ ンガ リー東 部 ， ル ー マ ニ ァ （トラ ンシル ヴ ァニ ア）， チ ェ コス ロ

ヴ ァキ ア， ポ ー ラ ン ド南 部 に もみ られ る。

図 ４　 センテ ン ドレ野外博物館 （ティサ川上流域の民家 と村落配 置図）

　 　 　　 　 　 　 　 ［ＫＥＣＳＫＥｓ　 １９８０］原図による
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　 事 例 と して ２つ の屋 敷 を と りあ げ る。

　 （１） Ｋｉｓｐａｌａｄ　 の 民 家 〔図 ４， 屋 敷 １〕 で ，草 葺ｉ（麦 桿 か茅 ） 寄 棟 屋 根 ， は りえ

に しだ ， ヘ ー ゼル ナ ッツの枝 を編 ん だ壁 下 地 に 白漆 喰 で 仕 上 げ た 厚 ぼ っ た い 土 壁

［ＫＥＣＳＫＥｓ（ｅｄ．）　 １９８０］。 間取 りは ３室 構 成 で ， 中央 に入 口 と炉 の あ る台 所 が あ り，

こ こか ら各 部 屋 に入 る。 主 屋 の他 に草 葺 で土 壁 の家 畜 小 屋 ，草 葺 日乾 レ ンガ壁 の木 小

屋 （農 具 な ど）， ４本 柱 の 乾 草 小 屋 （軽 い方 形 の 草 屋 根 で ， 積 み あ げ る乾 草 ， ワ ラな

どの 量 によ って 屋 根 を木 栓 で とめ な が ら上 下 で き る。 ハ ンガ リー か らル ー マ ニ ア の ト

ラ ン シル ヴ．アニ ア に 分布 ）， 柳 の枝 で編 ん だ 風通 しの よ い壁 を もつ揚 げ床 式 の と うも

ろ こ し貯 蔵 庫 と鶏小 屋 ， 円形 プ ラ ンの豚 小 屋 ，ハ ネ ツル ベ式 井 戸 （共 同井 戸 ） が あ る。

屋 敷 は小 枝 な ど を 網 代 に編 ん だ垣 で 囲 ま れ ， 開 閉式 の 門 は梁 材 を用 いた 地 方 色 ＝豊 かな

形 式 の もの で ある 。 屋 敷地 の奥 に大 型 草 葺 屋 根 の共 同納 屋 兼 作 業 場 が 建 って い る。

　 （２） Ｂｏｔｐａｌａｄ の 民 家 〔図 ４， 屋 敷 ２〕。同 じ く主 屋 は草 葺 寄 棟 屋 根 で ，道 路 に面 し

た 妻 側 は小 屋 裏 へ収 穫 物 を 搬入 す る た め 切 りあ げ て あ る。 白漆 喰 仕 上 げの 土 壁 。 ハ ン

ガ リー を は じめ ドナ ウ流 域 の農 家 に は 白漆 喰 仕 上 げ が多 い が， これ は地 中海 の 白 い壁

の 世 界 に 憧 れ て 白漆 喰 の上 塗 りが広 が っ た とい わ れて い る ［太 田　 １９８５：８８－－１２７］。

建 物 前面 と道 路 妻 側 に か け て柱 が柱 廊 状 に並 び ，柱 に彫 刻 が あ る。 ハ ンガ リー民 家 の

特 色 の一 つ で ，前 記 の トラ ンシ ル ヴ ァニ ア民 家 に も影 響 が 及 ん で い る。 間 取 り は ３室

形 式 で ， 中央 の入 口 を入 った と ころ に大 きな 炉 が あ り， 室 内 か ら各 隣 室 に通 じる。 道

路 側 は建 物 の半 分 を 占 め る大 き な部 屋 で ［宮 崎 　 １９８４：４２－５８］， 暖炉 が あ るベ ス トル

ー ム。 背 の部 分 が ヴ ァイオ リ ン形 にな った 椅 子 ， テ ー ブル ，木 箱 ，刺 し ゅ う入 りの テ

写真 ５　 ハ ンガ リー，テ ィサ川上流，Ｂｏｔｐａｌａｄの民家 （土壁，柱廊 がつ く）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［セ ンテ ンドレ野外博物館］
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一 ブル ク ロス や ベ ッ ドカバ ー ， 自家 製 亜 麻 布 ， 食 器 類 等 々， 生 活 用 具 類 が あ りの ま ま

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こけらぶき
の姿 で展 示 して あ る。 主 屋 の 向 い側 に柿 葺 寄 棟 屋 根 の と う もろ こ し貯 蔵 庫 ，主 屋 の奥

に豚小 屋 ，家 畜 舎 （馬 ４頭）， ４本 柱 で 可 動 式 方 形 柿 葺 屋 根 を もつ 乾 草小 屋 が あ り，道

路 沿 い に は，板 を柱 の溝 にお と した板 垣 を作 って あ る。

　 村 落 の北 側 広 場 近 くに柿 葺 の 大 型 円錐 形 屋 根 の 製 粉 所 の建 物 が あ る。 Ｖｉｍｏｓｏｒｏｓｚｉ

村 か ら移 した もの で馬 に牽 かせ る形 式 で あ る。 村 の 北 側 の 木 立 の 中 に墓地 が復 元 して

あ り， １．８　ｍ く らい の カ シの木 の 墓 標 が 立 って い る。

　 現 在 整 備 中 だが ， 他 の 地 域 につ いて は計 画 中 で ， ハ ンガ リー全 土 の民 家 を集 め， １０

地 域 別 に配 置 し， 完 成 時 に は ２５０棟 余 にな る。 ハ ンガ リー を代 表す る大 野外 博 物 館 が

誕 生 す る こと に な る。 主 と して １８－ １９世 紀 の ハ ンガ リー の 民 家 や 民 具 な ど物 質 文 化 を

展 示 し，ハ ンガ リーの 庶 民 の 伝 統 文 化 と生 活 様 式 を 明 らか に しよ う と して い る。

　 ハ ンガ リー に は ，東 北 部 の Ｎｙｉｒｅｇｙｈゑｚａ， 西 部 の Ｓｚｏｍｂａｔｈｅｌｙ，バ ラ トン湖 西 方

の Ｚａｌａｅｇｅｒｓｚｅｇ，西 南 部 の Ｓｚｅｎｎａ な ど各 地 に充 実 した地 域 野 外 博 物 館 が あ り， 伝

統 的 庶 民 文 化 の 保 存 と活 用 に努 力 して い る。

　 １．３　チ ェ コス ロ ヴ ァ キ ア

　 チ ェ コス ロヴ ァ キ ア は， ボ ヘ ミア ， モ ラヴ ィア ， ス ロ ヴ ァキ ア各 地 に計 ２０近 い野 外

博 物 館 が開 設 あ る い は建 設 中 で あ る。

　 １．３．１ ス ロ ヴ ァキ ア国 立 博物 館 民 俗建 築 博物 館 （Ｍ ｕｚｅｕｍ　ｓｌｏｖｅｎｓｋｅｊ　Ｄｅｄｉｎｙ／

　 　 　 　 Ｍ ｕｓｅｕｍ　ｆＵｒ　Ｖｏｌｋｓａｒｃｈｉｔｅｋｔｕｒ　ａｍ　Ｓｌｏｗａｋｉｓｃｈｅｎ　Ｎａｔｉｏｎａｌｍｕｓｅｕｍ）

　 ス ロ ヴ ァキ ア西 北 部 の小 都 市 Ｍ ａｒｔｉｎ 郊 外 ， カ ラマ ツ林 の あ る 広 々 と した 丘 陵地

帯 （１００　ｈａ） に１９６７年 創 設 され た 。 現在 （１９８４年） ス ロヴ ァキ ア各 地 の民 家 が移 築 さ

れ は じめて い る。 事 務 所付 近 の仮 小 屋 に は解 体 した建 築 部 材 が 山 積 み され ， 復元 中 の

建 物 もあ り， ま さ に建 設 整 備 中 で あ る。 現 在 Ｏｒａｖａ，　Ｌｉｐｔｏｖ，　Ｔｕｒｉｅｃ な ど ３地 方 の

民 家 約 ５０棟 が 集 ま り，付 属 建 物 も含 め て集 落 復 元 的 な配 置 を進 めて い る。 民 家 の 事例

を 示 す 。 ス ロヴ ァ キア最 北部 Ｏｒａｖａ 川 流 域 Ｖｅｌｉ６ｎｅｊ 村 付 近 か ら移 した 民 家 （１７４８
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かぶと

年建築） は，柿葺で妻側を切りおとした甲造 り状の屋根や，切妻の下側につけた妻庇

が大きくなった破風の大きな入母屋風の屋根で，いずれも妻側破風の上端に円錐を半

割にしたククラとよぶ地方色豊かな小庇 （飾り）がついている〔写真６〕。屋根裏の換

気口のようにみえるが，底板が打ってある。教会のない山村で人々に急を告げる鐘を

吊したところか らこの形態が生まれたとする説がある ［太田　 １９８５：４８－８７］。

　壁面は校倉造りで表面を石灰汁で白く塗ってある。前方は主棟，後方は家畜舎にな

つている。妻側の壁に朝日型の装飾をもつ民家 もある。校倉の隙間を苔で充填 してい
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写真 ６　 ス ロヴァキア，Ｏｒａｖａ地方の民家 （柿葺，特異 な屋根，妻側上端

　　　 の円錐半割状の小庇 がこの地方の特色）

　　　 　　 　　 　　 　 ［マルチ ン野外博物館］

る家 もみ られ る。 間 取 り は，炉 の あ る主 室 （居 間 ）， 玄 関 ホ ー ル （奥 は貯 蔵 庫 ），小 部

屋 の ３室 形 式 が 多 く ［川 島　 １９８５：６１－６６］， ベ ッ ド， 美 しい刺 しゅ うの あ る枕 が積 み

重 ね て あ り， 調 理 用 具 ， 食 器棚 な ど使 って い た 当時 の ま ま に配 置す る生 活 復 元展 示 に

な って い る。 居 間 はス モ ー クル ー ムで ，小 煙 出 しが屋 根 につ いて い る。

　 この 野外 博 物 館 は，完 成 時 に は ２１０棟 を予 定 して い る。 ス ロ ヴ ァキア を代 表 す る伝

統 的 庶 民文 化 の セ ンタ ー が生 ま れ る こ とに な る。

図 ５　 チ ェコスロヴ ァキア妻壁の形態分布図

　　　 　 ［ＭＥＮＣＬ　１９８０］による
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鼎為

写真 ７　 南 ボヘ ミァ農村 にみ られるバ ロ ック風の妻壁飾 り （プ ラス トヴ ィス村）

　 Ｍ ｅｎｃ１が 作 成 した チ ェ コス ロ ヴ ァキ アの 伝 統 的民 家 の屋 根 型 や 妻 壁 の 形 態分 布 図

〔図 ５〕 に よ る と， ス ロ ヴ ァキ ア地 方 は屋 根 型 に も多 様 性 が あ る。 ス ロヴ ァキ ァ東 部

山 地 は藁 葺 寄 棟 の 急 勾 配 屋根 で校 倉 の壁 。 Ｔｉｓｚａ 川 の 支 流 域 にな る東南 部 の平 地 は土

壁 で 細 長 い平 面 の 寄 棟 屋 根 が 多 い。 寄棟 系 の屋 根 型 は ス ラ ブ様 式 の 流 れ とい わ れ る。

ボ ヘ ミァ に は ドイ ッの影 響 とみ られ る急 勾 配 の 切 妻 屋 根 が 多 く， ボ ヘ ミア北 部 や モ ラ

ヴ ィァ 北部 で は竪 板 状 の切 妻 壁 をみ せ ， 独 自 に ２階 の床 を支 え る柱 を立 て る形 式 が分

布 して い る。 ドイ ツ の半 木 軸 組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ） の 流 れ と考 え られ る。 ス ロヴ ァキ ア南

部 の 土 壁 （白漆 喰 ） 民 家 な ど はハ ンガ リーの 影 響 で あ ろ う。 な お ，南 ボ ヘ ミァ の農 村

で は ， 民 家 の妻 壁 のバ ロ ック様 式 の 壁 飾 りが特 色 だ が ，南 ボ ヘ ミア地 方 は１９世 紀 に は

出稼 ぎ が盛 ん な地 域 で あ った 。 ウ ィ ー ンでバ ロ ッ クス タ イ ル の建 物 を みて 帰 郷 後 採 用

した もの が広 が った と いわ れ る。 新 しい文 化 伝 播 の 一 つ の ヶ 一 ス とい え よ う。

　 チ ェ コ ス ロ ヴ ァキ ア にお け る屋 根 型 や妻 壁 の形 態 の多 様 性 は ，巨 視 的 に は ス ラブ ，ゲ

ル マ ン両 文 化 の接 触 地 帯 に生 じた 地 域 的 な特 色 とみ て よ い。 地 理 学 者 の Ｊ．Ｇｏｔｔｍａｎｎ

が ， チ ェ コス ロ ヴ ァ キ ァ と ポ ー ラ ン ド地 域 の 性 格 を ， ス ラ ブ と ゲ ル マ ンの 間 に あ る

Ｂｕｆｆｅｒｌａｎｄ，　ＴｉｄａＵａｎｄ と表 現 した が ［ＧｏＴＴＭＡＮＮ　 ｌ９５３：３９７－４１９］， 民 家 諸 型 式 に

も この 特 性 が表 れ て い る よ うで あ る。

　 １．３．２　 校 倉 造 りの 村 チ チ マ ニ イ ［Ｃｉ６ｍａｎｙ］：現 地 保 存 型

　 チ チ マニ イ村 は， ス ロヴ ァ キア の 首都 ブ ラチ ス ラヴ ァを通 り， ドナ ウ に注 ぐ ｖａｈ

川 の 河 谷 平 野 を 北上 した ， タ トラ山地 の南 縁 部 に あた る Ｉｎｏｖｅｃ山 地 の 山 間 部 に位 置

して い る。 街 道 に沿 って妻 側 を 向 け た木 造 校 倉 造 りの 民 家 が ５０棟 近 く並 ん で 街 村状 を
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杉本 　　ヨー ロッパの野外博物館

写真 ８　 校倉造 りの村 チチマニイ，壁面 の素朴な装飾

な して い る。 柿 葺 や トタ ン，ス レー ト葺 の 屋 根 が 混 在 して い るが ，以 前 は全 部 柿 葺 だ っ

た ら しい ［川 島　 １９８５：６７－７２；杉 本 　 １９８５ｂ：８６－９３］。 屋 根 型 は切 妻 ，寄棟 ，破 風 の 大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かぶと

きな入母屋風 妻側を切りおとした甲屋根まで多様である。階上部は竪板貼 りが多 く，

窓は二重窓になっている。チチマニイ民家の大きな特色は，外壁の素朴な装飾である。

校倉の木肌はほとんど１００年以上年数を経ているといわれ，全体に黒ずんでいるが，

この木肌の表面に白い石灰汁を塗って，丸や三角，×印，ハー ト型などさまざまな模

様が描かれている。手づ くりの素朴さが感 じられる。この装飾に関す る民族学的な解

明は進んでいない。

　間取りは３室形式が多 く， 中央に入口 （玄関ホール），道路側にス トーブのある居

間があり，片方は寝室になっている。居間のス トーブには古い型は煙突がなく，煙を

室内に充満させて暖をとるスモーク・ルームであった。村のほぼ中央に大型 ２階建の

校倉民家があり，民俗資料館になっている。民俗衣装や農具，祭 りの仮装用具，生活

用具類などを展示 している。 １階の間取りは一般的な横並び３室だが，大型で，寝室

は２つある。 ２階はホールを挾んで ４室あり，バルコニーがついている。室内は校倉

の壁面，木製の家具調度など木の香りが漂っているようである。１０年前はほとんど全

村校倉造 りの古民家であったが，近年急速に減りはじめた。現在は保存策が講 じられ，

見事な校倉造りの景観を保持 している。村 ぐるみ保存 した生 きた野外博物館の好例と

いえる。

　チェコスロヴァキアでは， 校倉造 りは， スロヴァキア中央部の Ｖゑｈ 川流域山地

や，Ｈｒｏｎ川流域の山間部，スロヴァキア北部のタ トラ山地に残っているが，チチマ
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ニイ村のような保存対策が必要 となってきている。

　 １．４　ポ ー ラ ン ド

　 ポ ー ラ ン ドに は３９の 野外 博 物 館 が あ り， そ の うち， 村 ぐるみ お よび そ の 一部 分 を現

地 で 保 存 して い る （ｉｎ　ｓｉｔｕ） もの は ７あ る。 計 画 中 の もの も ２０近 くあ る ［Ｍ ＩＤｕＲＡ

１９８１：３２－５５］。

　 野外 博 物 館 は 全 国 に分布 して い るが ， 南 部 の カ ル パ チ ァ 山地 帯 に 比較 的多 く集 ま

って い る。 ポ ー ラ ン ドで は 野外 博物 館 や 民族 （民 俗 ） 公 園　（Ｅｔｈｎｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｐａｒｋ）

を 通常 Ｓｋａｎｓｅｎ と称 して い る。

　 １．４．１ サ ノ ク民俗 建 築 博 物 館 ［Ｍ ｕｚｅｕｍ　Ｂｕｄｏｗｎｉｃｔｗａ　Ｌｕｄｗｅｇｏ　Ｗ 　Ｓａｎｏｋｕ］

　 ポ ー ラ ン ドを代 表 す る野 外 博 物 館 は， ポ ー ラ ン ド東南 部 ， カ ルパ チ ア 山地 に近 い サ

ノ クに あ る 民俗 建 築 博 物 館 で あ る。

　 樹 々に お お わ れ た緩 や か な丘 陵地 形 の敷 地 （１７ｈａ， 完 成 時 ３８　ｈａ） に ３２棟 の農 家

（う ち ８棟 計画 中）， 家 畜 舎 ，納 屋 ，穀 倉 ，４本 柱 の可 動式 屋 根 を もつ 乾 草 小 屋 な ど農 家

の付 属 建 物 。 風 車 ，水 車 と陶 器 工 房 ， 鍛 治屋 ，搾 油小 屋 ，製 材 所 な ど農 村 工 業 関 係 の

建 物 ，古 い木 造 教 会 ，鐘 楼 ， 十 字 架 祠 な ど宗 教 関係 の建 物 ，村 の学 校 ， 石 橋 な ど総 計

１０３件 が 集 ま って い る　 ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　ａｎｄ　ＯＬｓｚＡｌｌｌｓＫＩ　 ｌ９８１：９４－１１６］。　 農 家 は柿

葺 ，草 葺 （段 々葺 ） で 寄 棟 屋 根 が 多 い。 壁面 は校 倉 造 りが大 半 で 素 地 の ま まの もの の

他 ， 白塗 りの も の もあ る。 これ らは ポ ー ラ ン ド東南 部 ビス ワ川 支 流 の Ｓａｎ 川 上 流 域

Ｒｚｅｓｚ６ｗ の東 部 や ， 南 部 サ ノ ク付 近 か らカ ルパ チ ア 山地 にか けて の地 域 か ら移 築 さ

れ ，地 区 別 に ５つ の セ ク シ ョン にな って い る。 な お地 方 町な ど ２つ の セ ク シ ョ ンが 計

画 中 で あ る。 １９６８年 に開 館 した 新 しい野 外博 物 館 だ が ，館 長の Ｃｚａｊｋｏｗｓｋｉ博 士 を リ

ーダ ー とす る研 究 陣 が 充 実 して お り， ポ ー ラ ン ドの他 の野 外 博 物 館 に も多 くの 影 響 を

与 えて い る。年 ２回定 期 雑誌 を発 行 した り，年 報論 文 集 ‘‘ａｃｔａ　ｓｃａｎｓｅｎｏｌｏｇｉｃａ”や特 別

出版 物 も あ り， ヨー ロ ッパ 野外 博物 館連 合 の 国際 会 議 ［ＳＡＮｏＫ　ＦｏＬＫ　ＡＲｃＨＩＴＥｃＴｕＲＥ

Ｍ ｕｓＥｕＭ　 Ｉ９７８］，や シ ンポ ジ ウ ムの 開 催 ，　Ｃｚａｊ　ｋｏｗｓｋｉ博 士 自身 『ヨー ロ ッパ の 野 外

博 物 館 』 を ま とめ る ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 １９８４］ な ど， そ の 活 動 に は注 目す べ き もの が あ

る。

　 １．４．２　 ホ ホ ワ ヴ村 （Ｃｈｏｃｈｏｌ６ｗ）　 現 地 保 存 型 の 事 例

　 ポ ー ラ ン ド南 部 ， ポ ドハ レ地 方 は チ ェ コス ロ ヴ ァキ ァ との 国 境 にま た が るタ トラ山

地 の北 側 に あた り， 標 高 ８００～ １０００ｍ の高 原 状 地 形 が 続 く。 ポー ラ ン ドで は伝 統 的

な木 造 校 倉 造 り民 家 が 現 存 す る貴 重 な 地 域 で あ る。 ホ ホ ワ ヴ村 は景 観 保 存 地 区 で ， 街

道 に沿 って 数 十 戸 の 校 倉 造 り民 家 が妻 側 を 向 けて 並 ぶ見 事 な 村 落 景 観 で あ る。 集落 形
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杉本　　ヨー ロッパの野外博物館

写真 ９　 現地保存型，校倉造 りの村 ホホワヴ （ポー ランド南部 ポ ドハ レ地方）

写真１０ ホホワヴ村 ：民家の居間，校倉 の壁面 は平 らに削 ってある。宗教画な ど

　　 　 が飾 られ美 しく整頓 してある

態は街村型であり，エルベ川以東に多い形態である。屋根は急勾配の柿葺が多 く，妻

（破風）の飾りは朝日型のモチーフや竪板貼 りなど多様。壁面はチチマニイなどタ ト

ラ山地南麓のスロヴァキア側に比べると材径が大 きく，直径 ３０ｃｍ 前後の角材や丸

太の校倉造りで，縄や苔で隙間を埋めてあり，太い材 は直径 ６０ｃｍ 近いものまであ

る ［太田　１９８０：６６－７３］。間取 りは，入 ロホールを挾んで居間と寝室の ３室構成が基

本で，室内の太 い丸太の壁面 は平 らに削ってある。

　ポーランドでは１８世紀以降木材資源の減少から，純粋の木造建築は，現在では良質

の針葉樹材を産するポ ドハ レ地方を除いて禁止されている。ホホワヴ村は現地保存型
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の生きた野外博物館であり，近 くにある保養観光地ザコパネへの観光ルー トの一環と

しても注目されている。ザコパネの西にあるＩｓｔｅｂｎａも校倉造りの多い村落だったが，

近年観光地化が進み急減 したため，保存の対象からはずれている。

２．　 西　 ド　 イ　 ツ

　 現 在 西 ドイ ッ に は７５の 野 外 博 物館 が あ る。 西 ドイ ツ につ いて は１９７１年以 来 ２２の野 外

博 物 館 を 巡 検 調 査 した。 今 回 報告 す る１９８４年 調 査 の もの は， Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈｏｌｓｔｅｉｎ 州

立 野 外 博 物 館 と Ｈｃｓｓｅｎ　Ｐａｒｋ 州 立 野 外 博物 館 を 除 き， 規 模 の比 較 的 小 さ い地 方 野 外

博 物 館 が多 い。 西 ドイ ツ に は 国 を代 表 す る中 央 的 野外 博 物 館 は な い が ，各 州 の 独 立 性

が 強 く， コ ンメ ル ン （ラィ ンラ ン ト）， デ トモ ル ト （ウエ ス トフ ァー レ ン） な ど各 州 に，

州 内 諸地 域 の代 表 的民 俗 建 築 を 集 めた 優 秀 な 野外 博 物 館 を も って い る ［杉 本 　 １９８０：

５３１－５４９］。

　 調 査 した 西 ドイ ツ の野 外 博 物 館 （下 線 ，１９８４年 ） の民 家 につ いて み る と，

　 （１） Ｋｉｅｌ，　Ｈ ｕｓｕｍ ，　Ｍ ｅｌｄｏｒｆ，　Ｈ ａｒｂｕｒｇ，　Ｈ ａｍ ｂｕｒｇ，　Ｂｒｅｍｅｎｈａｆｅｎ，　Ｂａｄ　Ｚｗｉｓｃｈｅ．

塑 ｝，ＣｌｏＰＰｅｎｂｕｒｇ，　Ｍ Ｕｎｓｔｅｒ，　Ｂｉｅｌｅｆｅｌｄ，　Ｄｅｔｍｏｌｄ の 野外 博 物 館 の 場 合 ， そ れ ぞ れ

地 方 色 は あ る が， 北 ドイ ツ特 有 の 単 一 家 屋 （平 屋 ） で あ るザ ク セ ン型 （一 部 フ リー ス

型 ） を主 と して い る。

　 （２） Ｋｏｍｍ ｃｒｎ の ライ ン 州 野 外 博 物 館 ，　 Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ－Ｐｆａｌｚ 州 の Ｓｏｂｅｒｎｈｅｉｍ ，

Ｈｅｓｓｃｎ 州 立 の Ｈｃｓｓｅｎ　Ｐａｒｋ は中 部 ドイ ツに 分 布 す る木 組 の美 しい半 木 軸 組 （Ｆａｃｈ－

ｗｅｒｋ） の 民 家 が 多 く， 閉 鎖型 の屋 敷 建 物 配 置 が特 徴 的 で あ る。 バ イ エ ル ン州 北 部 の

Ｂａｄ　Ｗ ｉｎｄｓｈｅｉｍ の 野 外 博 物 館 民 家 は半 木 軸 組 を主 と した 中部 ドイ ツ型 が 多 い。

　 （３） 南 西 ドイ ツ Ｂａｄｅｎ－Ｗ Ｕｒｔｔｅｍ ｂｅｒｇ州 Ｇｕｔａｃｈ の シ ュヴ ァル ツヴ ァル ト野外 博

物 館 の民 家 は広 義 の 南 ドイ ツ （高 ドィ ッ） 型 だが ， 飛 騨 白川 郷 の合 掌 造 り に匹 敵 す る

巨大 な単 一 家 屋 階 層 型 （３－ ４層 ） で あ る。 ＫｒＵｎｂａｃｈ と Ｗ ｏｌｆｅｇ９ の 野 外博 物 館 は

上 シ ュ ヴ ァ ー ベ ン地 方 の 民 家 を 集 め て あ り， シ ュ ヴ ァル ッヴ ァル ト系 と中 部 ドイ ッ ，

南 ドイ ッの タ イ プ が 混在 し， 交 界 地 域 的 な 特 色 が 民 家 に表 れ て い る。

　 （４） バ イ エ ル ン州 南 部 の Ｇｒｏｓｓｗｅｉ１ に あ る高バ イ エ ル ン野 外 博 物 館 や ， 南 西 部

Ｔｉｔｔｌｉｎｇ のバ イ エ ル ンの森 村 落 博 物 館 の民 家 は， 典 型 的 な 南 ドイ ツ （高 ドイ ツ） 型 で ，

緩 勾 配 の 柿 葺 ， 板 葺 （石 置） 屋 根 ，木 造 組 積 造 （校 倉 造 ） の 階 層 型 が多 い。 民 家 型 式

に は ス イス ， チ ロル との 密接 な 関連 性 が あ る。 な お ， 他 に， 伝 統 技 術 文 化 の 野外 博 物

館 （バ ーゲ ン） と先 史考 古 野外 博 物 館 （ボ ーデ ン湖 畔） を 調 査 して い る。
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・

1.  Kiel 2. Husum 3.  Meldorf 4. Hamburg-Volksdorf 5. Kiekeberg 6.  Bremenhaven-Speckenbüttel 

 7  . Bad Zwischenahn  8. Cloppenburg 9. Bielefeld 10. Detmold 11. Münster 12. Hagen 

13. Kommern 14. Neu Anspach 15. Sobernheim 16. Bad  Windsheim 17. Gutach (Schwarzwald)
[8. Unteruhldingen 19. Kürnbach 20. Wolfegg 21. Gossweil 22. Tittling ・１９８４年 ：

図６　 ドイツの野外博物館と家屋型分布図
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国立民族学博物館研究報告 ．１１巻 ユ号

　 ２．１ 北 ドイ ツ 地域

　 ２．１．１　 シ ュ レス ヴ ィ ヒ ＝ホル シ ュ タイ ン野外 博 物 館 ［Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈｏｌｓｔｅｉｎｉｓｃｈｅｓ

　 　　 　 ＦｒｅｉＩｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ］

　 Ｋｉｅｌ市 郊 外 Ｍ ・ｌｆｓｅｅ の 砂 丘 地 帯 で ， 起 伏 が あ り， 森 や 池 が あ るす ば ら しい環 境

（４０ｈａ） に位 置 して い る。　 Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈ ｏｌｓｔｅｉｎ 州 立 で， １９６５年 に開 館 し， 拡 充 を 進

め て い る。 例 えば ， 移 築 復 元 した 民俗 建 築 は ，１９７１年 と１９８４年 で は３３棟 か ら５７棟 （農

家 ，穀 倉 ， 家 畜 舎 な ど） と増 加 し，他 に風 車 ， 水 車 な ど ７棟 が 加 わ る。 現在 計 画 ，建

設 中 の もの が １１棟 あ る。 管 理 棟 も完 成 して い る。

　 州 内の 地 域 性 を 考 え ， 北 海 沿 岸 の Ｅｉｄｅｒｓｔｅｄｔ・Ｄｉｔｍａｒｓｃｈｅｎ・Ｎｏｒｄｆｒｉｅｓｌａｎｄ， バ

ル ト海 側 の Ａｎｇｅｌｎ な ど各 地 域 別 に配 置 して い る。

　 草 葺 ， 妻入 型 ， 柏材 を使 った 半 木 軸 組 で ， 柱 間 を レ ンガ 壁 に した もの。 間取 りは広

土 間 ， 家 畜 舎 ，居 住 部 の ３部 分 か らな り， 屋 根 裏 は乾 草 収 納 な ど の機 能 を もつ。 北 ド

イ ツの 農村 生 活 を反 映 した 機 能 一 棟 集 中型 の 単一 家 屋 （Ｅｉｎｈａｕｓ） が多 い。 いわ ゆ る

ザ ク セ ン型 で あ る。 この他 ，広 土 間 の 部 分 が ザ ク セ ン型 よ り整備 さ れ た 巨大 な 寄 棟 型

の 屋 根 を もつ フ リー ス型 もあ る。 北 ドイ ツ （低地 ドイ ツ） を代 表 す る民 家 型 式 を ま と

めて み る こ とが で き る。

　

手

中

　

入

画

物

屋

計

建

家

び

設

築

よ

既

移

お

図 ７　 Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈｏｌｓｔｅｉｎ 野 外 博 物 館 配 置 図

　 　 　 ［ＫＡＭＰＨＡＵＳＥＮ　 １９８０］ に よ る

２８６



杉本 　　ヨー ロッパの野外博物 館

写 真 １１ ザ ク セ ン型 の 民 家， 妻 入 ， 半 木軸 組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ）で レ ンガ壁

　 　 　 　 　 　 　 ［Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈｏｌｓｔｅｉｎ 野外 博 物 館］

　 起 伏 の あ る砂 丘 の 高台 に 風車 を配 置 した り， 池 畔 に漁 家 を 配 す るな ど 自然 環 境 を巧

み に利 用 して い る。 牧 草 地 も広 く， 乳 牛 や 羊 が放牧 して あ る。 靴 づ く り，鍛 治 屋 ，製

材 所 ， 村 のパ ン焼 小 屋 な ど ，伝 統 的 手 工 業 の 作 業 風 景 をみ る こ と もで き る。 特 定 のザ

ク セ ン型 民 家 で は， 広 土 間 や 家畜 舎 を活 用 し，生 活 用 具 ， 農 具 ， 馬 車 な どを展 示 した

り， 民 家 の構 造 模 型 を 陳列 し， 系 統 的 な理 解 が で き る よ う配 慮 して い る。 当館 の ガ

イ ドブ ックや絵 葉書 類 ， 年 報 ， Ｓｃｈｌｅｓｗｉｇ－Ｈｏｌｓｔｅｉｎ 州 の 民 俗 資 料 の パ ン フ レ ッ ト，

民 家 研 究 書 な ど も多 い。 と くに Ａ．Ｋａｍｐｈａｕｓｅｎ の 当博 物 館 の 民 家 とそ の発 達 史

［ＫＡＭｐＨＡＵＳＥＮ　 １９７０］や ， 館 長 ｃ・１．　Ｊｏｈａｎｎｓｅｎ の ザ ク セ ン型 民 家 の詳 細 な研 究 書

［ＪｏＨＡＮＮｓＥＮ　 １９７９］な ど貴 重 で あ る。

　 ２．１．２　 デ ィ トマ ー シ ュ農 家 博 物 館 ［Ｄｉｔｈｍ ａｒｓｃｈｅｒ　Ｂａｕｅｒｎｈａｕｓｍｕｓｅｕｍ］

　 北 海 沿岸 の 低 湿 地 を 干拓 した平 坦 地 Ｄｉｔｍａｒｓｃｈ 地 方 の 中 心 町 Ｍ ｅｌｄｏｒｆ にあ る。

町 の 外 縁 ， 樹 々 に囲 ま れ た 平 坦地 に位 置 す る小 野外 博 物 館 で１９０７年 にで きた。 ザ ク セ

ン型 民 家 １棟 で ，半 木軸 組 ， レ ンガ壁 。 広 土 間 に馬 車 ， 農 具 類 の 展 示 が あ る。 壁 飾 り

や レ ンガ壁 は， 北 海 沿 岸 を 通 じた オ ラ ンダ の 文 化 的影 響 とい わ れ る。

　 Ｍ ｅｌｄｏｒｆ の市 街地 にあ る郷 土 博 物 館 に は ， 民家 模 型 ， 民 具 ， 民 家 室 内 の部 分 展示

や ， 郷 土 Ｄｉｔｍａｒｓｃｈ地 方 の干 拓 に 関す る資 料 が多 く， 野 外 博 物 館 と補 完 関 係 にあ る。

　 ２．１．３　ア ンメ ル ラ ン ド民 家 野 外 博 物 館 ［Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ ‘‘Ａｍ ｍｅｒｌａｎｄｅｒ

　 　 　 　 Ｂａｕｅｒｎｈａｕｓ，，］

　 北 ドイ ツ， ニ ーダ ザ ク セ ン州 西 部 Ａｍ ｍｅｒｌａｎｄ 地 方 の 郷 土 野外 博 物 館 で ，０１ｄｅｎ－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２８７



国立民族学博物館研究報告　 １１巻 １号

写真 １２ ザ クセ ン型 ，Ａｍｍｅｒｌａｎｄ地方 の地主の家

　　　　 ［Ａｍｍｅｒｌａｎｄ民家野外博物館］

ｂｕｒｇ の 西 ，　 Ｂａｄ　Ｚｗｉｓｃｈｅｎａｈｎ の湖 岸 の緑 地 公 園 （２　ｈａ） にあ る。 １９１０年 に風 車 １

基 か らス タ ー トした もの で ，Ｂａｄ　Ｚｗｉｓｃｈｅｎａｈｎ の郷 土 会 に よ って 運 営 され て い る地

写 真１３ 広土間の奥 にある裸炉，大 きな火 棚

　 　 　 と自在鉤 （地主の家）

　 　 　 ［Ａｍｍｅｒｌａｎｄ民家野外博物館］

方 （地 域 ） 野 外 博 物 館 で あ る。

　 Ａｍｍ ｅｒｌａｎｄ 地 方 の 農 家 の うち ，地 主

の 家 は大 型 の ザ ク セ ン型 で ， 湖 畔 の葦 で

葺 い た屋 根 ， 妻 側 に小 破 風 を もつ 屋根 の

一 部 が さ が った 半 切 妻 型 で
， 棟 に は風 見

棒 が立 って い る。 頑 丈 な 半 木 軸 組 （木軸

枠 組 ） で ， 柱 間 は レンガ 壁 ， ア ー チ式 の

入 口 を挾 ん で シ ンメ トリ ック に小 窓 を 配

し，広 土 間 へ の 明 か り取 りに して い る。入

口 は乾 草 を満 載 した 荷 馬 車 が その ま ま入

れ る高 さ で ，広 土 間 （Ｄｉｅｌｅ）が あ り， 両

側 は家 畜 舎 で ， こ こ に農 具 ， バ タ ーづ く

り桶 な ど を展 示 して い る。 土 間 の つ きあ

た りに大 きな 裸 炉 が あ り， 鉄 製 の 刻 み 自

在 鉤 が ，彫 刻 のす ば ら しい 大 きな 火 棚 か

らぶ らさ が って い る。 裸 炉 の 周 辺 に はテ

ー ブ ル
， 椅 子 ， 食 器 類 が 並 べ られ ， 食 堂

で あ った 住 ん で いた 当 時 を 再 現 して い る，
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写真１４ 寝室のアルコープベ ッ ド （地主の家）

　　　 ［Ａｍｍｅｒｌａｎｄ民家野外博物館］

奥 や 一 部脇 部 屋 は ，居 間 と寝 室 で ， アル コ ー プ ベ ッ ドにな って い る。 広 土 間 で は， 指

導 員 が いて ，木 靴 作 りの工 程 実 演 や ， 伝 統 的 な ロ ープ作 りを観 客 が体 験 しな が ら学 べ

る よ う にな って い る。

　 小 作 の 家 は小 型 のザ ク セ ン型 だが ， 妻 側 の 小 破 風 を もつ庇 状 の屋 根 が ふ く らみ を も

ち， 棟 に は厚 く芝 土 （泥 炭 ） が 置 いて あ るな ど， 地 方 色 が み られ る。

　 この博 物 館 の展 示 の 中心 だ った 風 車 は野 外 博 物 館 の ほ ぼ 中 央 に あ る。 そ の他 ，車 小

屋 ， ボ ー トハ ウス ，木 挽 小 屋 ， 環 濠 を もつ 穀 倉 ， 養 蜂小 屋 ，鍛 治屋 な ど計 １５棟 が 集 あ

られ て い る ［ＳＡＮＤｓＴＥＤＥ　 １９８４］。

　 ２．１．４　 ブ レー メ ンハ ー フ ェ ンの 野外 博 物 館 ［Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ　ｄｅｓ　Ｂａｕｅｒｎｈａｕｓ－

　 　 　 　 ｖｅｒｅｉｎｓ　ｉｍ　Ｓｔａｄｔｐａｒｋ　Ｓｐｅｃｋｅｎｂａｔｔｅｌ］

　 １９０９年 に 創設 され た 古 い歴 史 を も つ 野 外 博 物 館 で ， ブ レー メ ンハ ー フ ェ ン北部

ＳｐｅｃｋｅｎｂＵｔｔｅｌの広 々 と した緑 に 包 ま れ た市 立 公 園 ８ｈａ の敷 地 内 に あ る。 ザ ク セ ン

型 の農 家 な ど ７棟 と風 車 １基 を 配 して い る。

２．１．５　 ミュ ンス タ ー 風 車 野 外 博 物 館 ［Ｍ Ｕｈｌｅｎｈｏｆ－Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ　Ｍ Ｕｎｓｔｅｒ］

　 ウエ ス トフ ァー レ ンの古 都 Ｍ Ｕｎｓｔｅｒ の 旧市 街 を 出 はず れ た 対 岸 の 河 畔 丘 陵 地 は

公 園地 帯 だ が， そ の一 画 に あ る。 中央 にそ び え る風 車 は台 座 の あ る ドイ ッ式 風 車 で ，

この 野外 博 物 館 の メ イ ン展 示 。 Ｍ Ｕｎｓｔｅｒ の 風 車 協会 に よ る運 営 で あ る。 風 車 の 周 囲

に は Ｍ Ｕｎｓｔｅｒｌａｎｄ や Ｅｍｓｌａｎｄ か ら移 した 各 種 建 物 が 配 置 して あ る。

　 民 家 は ２棟 で ， Ｍ Ｕｎｓｔｅｒ－Ｎｉｅｎｂｅｒｇｅ の Ｓｃｈｏｎｅｂｅｃｋの地 方 領主 の家 は環 濠 が あ る。
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国立民族学博物館研究報告　 １１巻 １号

主 屋 は間 口 １９．５３ｍ ， 桁行 ３２．５５　ｍ ， 高 さ １３．５　ｍ の壮 大 な もの で ［ＢＲＥＩＤＥＲ

１９８１］，切 妻 瓦 葺 ， 半 木 軸 組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ） で壁 は手 づ く りの レ ンガを 積 ん で あ る。 妻

側 の 大 きな羽 目板 は ウエ ス トフ ァー レ ンの 特 色 。 間 取 り はザ クセ ン型 で ，広 土 間 の 両

側 は家 畜 舎 ， 土 間 奥 に 裸炉 を 中央 に ，居 室 の 暖 炉 へ の 焚 口が ２つ あ り，奥 の居 住 部 分

は少 し高 くな り， 階 段 が つ く。 柏 材 の頑 丈 な 木 組 に は一 種 の 風 格 が あ る。

　 １６１９年 に建 築 され た 製粉 所 つ きの農 家 は典 型 的 な ザ ク セ ン型 で ， 屋 内 は生 活復 元 展

示 にな って い る。 門 屋 ，養 蜂 所 ，屋 敷 の小 教 会 ， 路 傍 の キ リス ト祠 ，鐘 架 の他 ，製 粉

所 ， 製 材 工 場 ， 木 靴工 房 ，馬 車 な ど各 種 の車 類 を 集 めた 車 庫 ， 炭 焼小 屋 な ど 風車 を 中

心 と した 一 種 の 農 村 工 業 的 な もの を多 く集 めて い る。 建 物 は大 半 ， 木 組 の 美 しい半 木

軸 組 で あ る。

　 ２．２　 中 部 ドイ ツ地 域

　 ２．２．１　 ゾ ー ベ ルハ イ ム野 外 博 物 館 ［Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ　Ｓｏｂｅｒｎｈｅｉｍ］

　 中部 ドイ ツ， ライ ン川 左 岸 の Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ－Ｐｆａｌｚ 州 ， ライ ン地 峡 の南 端 ， 古城 と古

い 町並 の残 る ビ ンゲ ンか ら， 支 流 Ｎａｈｅ川 に沿 って ロ ーカ ル 線 で 入 った地 方 町 Ｓｏｂｅ－

ｒｎｈｅｉｍ の南 郊 に あ る。

　 Ｎａｈｅ 川 を渡 り，標 高 ２００　ｍ 余 の丘 陵 性 山地 を越 えた 緑 に包 まれ た 谷 間 とス ロー

プ が 野外 博 物 館 の敷 地 にな って い る。 州 立 で ，１９７３年 に 創設 ，１９７７年 に開 館 して い る。

Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ－Ｐｆａｌｚ 州 の ６地 域 を 代 表 す る Ｍ ｕｓｅｕｍｄｏｒｆを 建 設 す る 計 画 で ， 現 在

Ｍ ｏｓｅｌ　Ｄｏｒｆ，　Ｈ ｕｎｓｒＵｃｋ　Ｎａｈｅ　Ｄｏｒｆ，　Ｍ ｉｔｔｅｌｒｈｅｉｎ－Ｗ ｅｓｔｅｒｌａｎｄ　Ｄｏｒｆの ３つ が ほぼ完

成 して い る。 農 家 （主 屋 ） と穀 倉 ， 納 屋 。 鍛 治屋 ， パ ン焼 小 屋 ， 靴 工 房 ， 炭 焼 窯 ， 製

材 工 場 ，村 の学 校 ，養 蜂 小 屋 な ど計 １１棟 か ら成 る。 民 家 は主 屋 の み個 別 に移 築 復 元 し

た もの と， Ｗ ｃｉｎｓｈｅｉｍ 屋 敷 （１７２０年 ） の よ うに主 屋 ，納 屋 ，牛 小 屋 ，豚 舎 な どが 中

庭 を 囲 む 閉庭 型 （閉鎖 型 ） の屋 敷 建 物 配 置 （セ ッ ト展 示） が あ る。 いず れ も美 しい木

組 を みせ る半 木 軸 組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ）だ が ， １階 を石 壁 に した もの も混在 して い る・

　 そ の他 ，路 傍 の十 字 架 ， 石 橋 な ど もあ る し， 野 外 博 物 館 入 口に ＳＬ が 置 い て あ る。

完 成 時 は ５０ｈａ とな る 予定 。　 Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ－Ｐｆａｌｚ 州 の民 俗 建 築 ，集 落 の復 元 ，生 業 形

態 の 再 構成 を め ざ して建 設 進 行 中 で あ る。

　 ２．２．２　ヘ ツセ ン公 園 野外 博 物 館 ［Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍ ｕｓｅｕｍ　Ｈｅｓｓｅｎｐａｒｋ］

　 Ｈ ｅｓｓｅｎ 州 立 野 外 博 物 館。 フ ラ ンク フ ル ト西 北 郊 ， 衛 星 都市 Ｂａｄ　Ｈｏｍ ｂｅｒｇ か ら，

４００ｍ 前 後 の緩 や か な Ｔａｕｎｕｓ低 山 地 帯 へ入 った Ａｎｓｐａｃｈ 近 くの 森 に 包 ま れ た

Ｈｅｓｓｅｎ 公 園 内 に あ る。 ３５　ｈａ の 広 い 敷地 は起 伏 に富 み， 森 ， 牧 場 の 中 に池 が あ る。

８セ ク シ ョ ンが あ り， そ の うち ５ セ ク シ ョ ンは， Ｈｅｓｓｅｎ 州 内 地 域 区 分 に よ る配 置 で ，
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図 ８ ヘ ッ セ ン パ ー ク 配 置 図

　 　 ［ＥＲＮＳＴ　１９８０］ に よ る

写真 １５ 木 組 の美 しい ヘ ッセ ン州 （Ｌａｈｎ－Ｄｉｌｌ－Ｏｈｍ セ ク シ ョ ン） の民 家

　　　　 （解 説パ ネル は小 さ く して あ る ）
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村 の 広 場 を囲 む よ うな 集 落 形 態 を再 構 成 す る よ うに な って い る。

　 １９７４年 創 設 され ， 現 在 Ｈｅｓｓｅｎ 州 中西 部 Ｍ ａｒｂｕｒｇ 近 辺 の ラ イ ン川 支 流 Ｌａｈｎ－

Ｏｈｍ 川 ，　Ｄｉｌｌ川 流 域 （Ｌａｈｎ－Ｄｉｌｌ－Ｏｈｍ ）の セ ク シ ョンが ほ ぼ完 成 して い る。 ほ とん

ど の建 物 は， 切 妻 屋 根 ， 半 木 軸 組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ）で ，斜 材 （筋 違 ） も入 り，壁 面 の木 組

は実 に幾 何 学 的 で あ る。 主 屋 ， 門 屋 ，納 屋 ，家 畜 舎 な ど が 中庭 を 囲 む 中 部 ドイ ツ型 の

典 型 的 な屋 敷 建 物 配 置 が み られ る。 家 畜 舎 に は牛 や羊 な ど が飼 わ れ ， 鶏 が遊 ぶ。 生 き

た 農村 生 活 の再 現 に力 を入 れ て い る。 村 の 広 場 を 囲 む よ うに ，村 の学 校 ， 古 い村 役 場 ，

教 会 な ど も配 置 して あ る。 村 の パ ン焼 小 屋 ，水 車 ，石 切 場 の小 屋 ， 陶 器 工 房 ， 炭焼 小

屋 な ど も集 あて あ り， 伝 統 的 な 村 の生 活 風 景 を展 示 しよ う と して い る。

　 建 物 内部 は生 活 用 具 類 （数 は多 くな い が） を もと使 って いた ま まの 場 所 に 配 置 して

い る。

　 村 の学 校 な ど数 棟 で は， 資 料 館 的 に農 具 類 を 陳 列 した り，パ ネ ル を用 いて地 域 の 自

然 や歴 史 （ア メ リカ移 住 の 歴 史 その 他） な どの解 説 を して い る。 各 建 物 の 入 口 に は小

型 パ ネ ル で （色彩 に も配 慮 ）， 建 物 の原 地 を示 す地 図 と簡 潔 な解 説 がつ いて い るが ，

目立 つ もので は な い。 建 物 を標 本 化 す る よ り も， 自 然一 家 屋 一 生 活 を セ ッ トに して 包

括 的 に展 示 して い る とい え る。 この 展 示 方 式 は多 くの 野外 博 物 館 で 共 通 して い る。 パ

ネ ル の解 説 は少 な い が， 充 実 した ガ イ ドブ ック ［ＥＲＮＳＴ　 ｌ９８０］ が これ を補 って い る。

入 場 門 の辺 りに Ｍ ａｒｋｔｐｌａｔｚが あ り，広 場 を 囲 ん で木 組 の美 しい民 家 が建 ち， 事 ｉ務

室 ，売 店 や 食 堂 にな って い る。 食 堂 も半 木 軸組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ）の民 家 を その ま ま活 用 し

て い る ので ， 木 組 の 構 成 ・室 内 装 飾 も民俗 色 豊 か で あ る。

　 現 在 も建 築 中 の 建 物 や 移 築 復 元 の た め の 素材 が建 物 別 に 山積 み され て お り，建 物 の

移 築 復 元 は優 秀 な ス タ ッフ に よ って 精 密 に行 わ れ つ つ あ る。 完 成 時 に は Ｋｏｍｍ ｅｒｎ

の ライ ン州 野 外 博 物 館 と共 に中 部 ドイ ッ を代 表 す る 野外 博 物 館 に な るで あろ う。

２．２．３ フ ラ ンケ ン野 外 博 物 館 ［Ｆｒａｎｋｉｓｃｈｅｓ　Ｆｒｅｉｌａｎｄｍｕｓｅｕｍ　Ｂａｄ　Ｗ ｉｎｄｓｈｅｉｍ］

　 バ イ エル ン州 に は大 小２１の 野外 博 物 館 が あ る。 広 い州 内 で は民 家 に も地域 差 が 顕著

で あ る。 バ イエ ル ン州 の 北 部 に位 置 す る Ｂａｄ　Ｗ ｉｎｄｓｈｅｉｍ は， ニ ュ ル ンベル クの 西

方 に位 置 して い る。 中 部 フ ラ ンケ ン地 方 で あ る。 野外 博 物 館 は１９７６年 創 設 ，１９８２年 開

館 した 新 しい もの で ，Ｂａｄ　Ｗ ｉｎｄｓｈｅｉｍ 旧市 街 に接 した 南 側 の 小 河 川 に挾 ま れ た 田 園

地 帯 の 一 画 に あ る。

　 中 部 フ ラ ンケ ン地 方 の各 地 区 か ら集 めた も ので ， ３地 区 に分 けて い る。現 在 １５棟余 。

農 家 ， 穀 倉 ， 納 屋 ， 家 畜 舎 な ど は ，切 妻 か寄 棟 で 瓦 葺 屋 根 ，半 木 軸 組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ）で ，

レ ンガ 壁 の 他 に木摺 り下地 にプ ラス タ ー の塗 壁 も あ る。 木 組 は方 形 ， 斜材 の組 み合 わ
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せが見事で，絵画的な美 しさをみせる。 １階は石積壁の民家も混じっている。閉鎖型

屋敷建物配置の民家もあり，中部 ドイツ型が優占している。

　地方の小野外博物館だが，精密な図面や写真を用いた堅実なガイドブックをもって

いる ［ＢＥＤＡＬ　ｌ９８２］。

２．３　 南 ドイ ツ地 域

２．３．１ バ イ エ ル ンの森 村 落 博 物 館 ［Ｍ ｕｓｅｕｍ ｄｏｒｆ　Ｂａｙｅｒｉｓｃｈｅｒ　Ｗ ａｌｄ］

Ｂａｙｅｒｉｓｃｈｅｒ　Ｗ ａｌｄ は，バ イ エ ル ン州 東南 部 ，チ ェ コス ロ ヴ ァキ ア との 国境 を なす ボ

ヘ ミア 山地 の前 山 に あた る。 この 野外 博 物 館 は国 境 の 町 Ｐａｓｓａｕ の 北方 ， 高 原状 の緩

や か な 山並 み の 中 に あ る Ｔｉｔｔｌｉｎｇ の村 近 くの小 川 （谷 ） に沿 う小 盆 地 状 の 谷 地 形 （１２

ｈａ）に１９７４年 開設 され た 。 小 湖 畔 に あ る民 芸 風 ホ テル と野 外 博 物 館 は セ ッ トに な って

観 光 会 社 に よ って 経 営 され て い る。

　 １５～ １９世 紀 の バ イ エ ル ンの森 地 方 の 民家 ３０棟 の他 ，穀 倉 ，家 畜 舎 ， 納 屋 な ど農 牧 関

係 の 建 物 ， 製 粉 所 （水 車）， 皮 な め し工 場 ， 製材 （水 車 ）， 織 物 小 屋 ， 鍛 治 屋 （水 車）

な ど農村 工 業 関係 の建 物 が あ り，谷 地 形 を利 用 した 水 車 動 力 に よ る もの が 目立 つ。 村

の 学 校 ， 村 の 木 造教 会 や死 者 の 名 を記 した板 ， ペ ス ト記 念 柱 な ど１２０件 余 が集 あ られ ，

伝 統 的 村 落 生 活 と民俗 文 化 を再 現 しよ うと して い る。

　 民 家 は緩 勾 配 の柿 葺 で石 置 切妻 屋 根 ，階 下 を石 積 壁 ， ２階 以 上 を 校 倉 造 り （角材 が

多 い） に した もの が１８棟 で最 も多 く，全 面 校 倉 造 り は１１棟 ， 石 積 壁 は １棟 とな って い

写 真 １６ Ｂａｙｅｒｉｓｃｈｅｒ　Ｗ ａｌｄの 民 家 （石 積 壁 と校 倉 造 り，バ ル コニ ー がつ いて い る ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［Ｂａｙｅｒｉｓｃｈｅｒ　Ｗ ａｌｄ村 落 博 物 館 ］
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る。 一 般 に 間 口 よ り も奥 行 の深 い平 面 が 多 い。 ２～ ３層 に な った階 層 型 一 棟 集 中型 で ，

バ ル コニ ーが付 い た もの が み られ ， ス イ スの 民 家 と類 似 して い る。 これ は１８５０年 代 か

ら盛 大 化 した ア ル プ ス登 山 の影 響 な ど に よ って バ イエ ル ンで大 流 行 した ス イ ス の家 屋

型 が 広 が った とい わ れ ， バ イ エ ル ンの森 地 方 や ボ ヘ ミア南 部 に まで及 ん で い る ［太 田

１９８５：４１－４７］。

　 村 の 学 校 や ２～ ３の 民 家 （例 え ば水 車 製 粉 所 の あ る民 家 ， １階石 積 壁 ， ２ ・３階校

倉 造 り） は， 寝 室 に は 日常 の 民 俗衣 装 や 各種 生 活 用具 類 ， 宗 教 画 等 々。 居 間 に は祭 り

な どハ レの 民 俗 衣 装 や イ コ ン類 ， ガ ラス製 品 な ど が ま と めて 展 示 して あ る。 最 上階 は ，

漁 網 ，笙 な ど河 川 漁 業 関 係 の 資 料 が 陳 列 して あ り，展 示 館 にな って い る。

　 狭 い谷 地 形 に建 物 が 過 密 に展 示 して あ るよ うだ が， 移 築 復 元 や 生 活 用 具 類 の収 集展

示 も着 実 で ，現 在 も谷 の奥 へ 拡 張 工 事 を 進 めて い る。

　 ２．３．２　 キ ュル ンバ ッハ 野 外 博 物 館 ［Ｄａｓ　Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ　ＫＵｒｎｂａｃｈ］

　 Ｂａｄｅｎ－Ｗ Ｕｒｔｔｅｎｂｅｒｇ 州 の 南 東 部 ， ウル ム とボ ーデ ン湖 との 中間 ，上 シ ュ ヴ ァー ベ

ン地 方 の ＫＵｒｎｂａｃｈ 村 に あ る小 野 外 博 物 館 （１．ｌｈａ）。 中 心 は ＫＵｒｎｂａｃｈ の古 民 家

（１６６４年 ） で ， 巨大 な草 葺 寄 棟 屋 根 ， 下 部 は木 造 組 積 造 り （校 倉 造 り）， 上 部 は半 木

軸 組 にな って い る。一 棟 機 能 集 中 型 で ，この 型 式 は西 側 の シ ュヴ ァル ツ ヴ ァル トの棟 持

柱 を もつ ハ ィデ ン型 ［Ｓｃｈｉｌｌｉ　 ｌ９７８；杉 本 　 １９８０：５４３－５４７］ との 関連 が推 察 され る。

　 草葺 寄 棟 の建 物 は ４棟 （納 屋 １）， 他 に瓦 葺 ， 柿 葺 で 半木 軸組 の穀 倉 ，鍛 治屋 な ど

が あ る。 上 シ ュ ヴ ァ ーベ ンの代 表 的古 民 家 を集 めて あ る。

　 ２．３．３ ウ ォル フ エ ック民 家 博 物 館 ［Ｂａｕｅｒｎｈａｕｓ　Ｍ ｕｓｅｕｍ　Ｗ ｏｌｆｅｇ９］

写真１７ 上シュヴァーベ ン地方の民家を集めたキュル ンバ ッハの野外博物館

　 　 　 　 （右側草葺屋根は一棟集中型の大型民家）
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ＫｒＵｎｂａｃｈか ら南へ下った地方町 Ｒａｖｅｎｓｂｕｒｇから東へ十数 ｋｍ の Ｗｏｌｆｅｇ９城

の丘の麓にある野外博物館。当地の農村文化保存協会によって，１９７８年開館 した野外

博物館である。現地にあった農家 （１７７８年， １階石壁， ２階以上半木軸組）など２棟

を核に，上シュヴァーベン各地の民俗建築を移 した。現在，農家，納屋兼農家など４

棟の他，家畜舎，養蜂小屋，鶏小屋，家畜の蹄鉄打の小屋，パ ン焼小屋など計１０棟あ

り，家畜舎や納屋を増設中であった。

　上シュヴ ァーベン南部地方の１７０５年の古民家は，階下は石壁で上部 （３層） は校倉

造りになっている。 ２つの農家では，屋内に農具，生活用具，民俗衣装，キリス ト像

などを展示 し，人形を使った生活復元展示を試みている。納屋ではアヒルなども飼育

している。時間によって藁細工などの実演 もある。

　第 １期完成は１９８５年で，将来２５～３０，棟を集め，地域の民俗文化の調査研究を行って，

家具，農具の収集，家畜の飼育，伝統的農法，伝統工芸などをくみこんで充実を計る

という。 Ｋｒ豊ｎｂａｃｈ の野外博物館は草葺の一棟集中型が特色だが， 本館は半木軸組

の系統が多 く，校倉造りと石積壁が混在 している。両野外博物館は上シュヴァーベン

地方の民家 ［ＢＵＣＨＭＵＬＬＥＲ　ｌ９８２］を概観する上で補完関係にあるといえる。

３．　 ス イ ス ・ フ ラ ン ス

　 ３．１　 スイ ス

　 ス ィ ス各 地 に は優 れ た 自然 環 境 と共 に伝 統 的 な 民 家 な ど も比 較 的多 く残 存 して いた

た め， 野 外 博 物 館 建 設 の 必 要 性 が 薄 か った。 しか し近 年 の 民俗 建 築 の減 少 傾 向 と観 光

立 国的 な 背 景 ， あ る い はス イ ス 連 邦 と して の 国家 意識 の 昂揚 も一 因 とな った の で あ ろ

うか。 １９７８年 に ス イス を 代 表 す る国 立 の 野 外 博物 館 が 誕 生 した。

　 ス イ ス に お け る民 家 研 究 は， Ｒ．　Ｗ ｅｉｓｓ［Ｗ ＥＩｓｓ　 ｌ　９７３］ や Ｍ ．　Ｇｓｃｈｗｅｎｄ［ＧｓｃＨ－

ＷＥＮＤ　 ｌ９７１］の 総 合 研 究 や ， ス イ ス民 俗 学 協 会 に よ るス イス 民 俗建 築 シ リー ズ （カ

ン トン別 の 詳 細 な 研 究 ）， 郷 土 誌 類 ， 写 真 集 な どが 刊 行 され て お り，民 家 研 究 は盛 大

で あ る。 この よ うな 背 景 か ら， Ｇｓｃｈｗｅｎｄ ら民 家 研 究 者 が 中 心 とな っ て１９６０年 代 か

ら野 外 博 物 館 の構 想 ， 準 備 が は じま った の で あ る。 な お 最 近 ， 太 田邦 夫 らに よ る ス イ

ス を 中心 と した ア ル プ ス 山地 の 実 地 調 査 を ふ ま え た 民 族建 築 学 的 な研 究 が ま と ま り，

注 目 され て い る ［太 田 ・浅 井 他 　 １９８２：７１－８６，１９８３：２７９－２９８；太 田　 １９８５：４１－４７］。

　 ３．１．１　 ス イ ス野 外 博 物 館 ，バ レ ンベ ル ク ［Ｄａｓ　Ｓｃｈｗｅｉｚｅｒｉｓｃｈｅ　Ｆｒｅｉｌｉｃｈｔｍｕｓｅｕｍ

　 　 　 　 　 Ｂａｌｌｅｎｂｅｒｇ］

　 ス イ ス野 外 博 物 館 は， イ ンタ ー ラー ケ ンに近 い Ｂｒｉｅｎｚ 湖 か ら東 へ 入 った Ｂａｌｌｅｎ一
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①一⑬ 民家群地域 ［勝 勝 麦業］
● 移築建物 （原地）

図 ９　 スイス野外博物館，移築建物 原地分布図 （１９８４年現在）

ｂｅｒｇ 地 区 に あ る。 周 囲 を ベ ル ナ ー ア ル ペ ンの 高 峰 に囲 ま れ た 緩 や か な起 伏 を もつ 丘

陵 性 山地 （標 高 ６３０～ ７００ｍ） で あ る。 自然 保 護 地 域 で 森 林 地 帯 を ふ くみ ， 滝 な ど も

み え るす ば ら しい 自然環 境 で あ る。 面 積 は ５０ｈａ あ り， この 中を １３地 区 に分 け て い

る が ， ２地 区 （④ 農 村 工 業 関 係 と⑬ ア ル プ ス） を 除 き， ス イ ス全 土 を ほぼ カ ン トン領

域 を踏 襲 しな が ら１１地 域 に区 分 して ， 民家 の移 築 を進 めて お り， 現 在 ８地 域 が か な り

進 展 して い る。 現 在３８棟 （民 家１８棟） あ るが ，’図 ９の よ うに， Ｂｅｒｎｅｓｅ　Ｏｂｅｒｌａｎｄ ス

イ ス 中央 高 地 地 区 （１０棟 ）お よび ，北 側 の ジ ュ ラ山 脈 との 間 に あ る Ｂｅｒｎｅｓｅ　Ｍ ｉｔｔｅｌｌａｎｄ

地 区 （１３棟 ）， チ ュ ー リヒ近 辺 の 東部 Ｍ ｉｔｔｅｌｌａｎｄ 地 区 （７棟 ） が完 成 に近 づ いて い

る が， 他 の 地 区 は １～ ２棟 で ， Ｗ ａｌｌｉｓ，　Ｔｅｓｓｉｎ，　Ｇｒａｕｂｔｈｎｄｅｎ，　Ａｌｐｓ地 区 は移 築 予 定

区域 が定 嵐 って い る程 度 で あ る。

　 移 築 の進 ん で い る地 区 の 民 家 を 概 観 す る。

　 Ｂｅｒｎｅｓｅ　Ｍ ｉｔｔｅｌｌａｎｄ の 民 家 は ， 一 般 に急 勾 配 屋 根 で ， 階 層 家 屋 が多 い。 事 例 ：

Ｍ ｉｄｓｗｉｌか ら移 した１７１０年 の古 民 家 ， 寄 棟 型 の 急 勾 配 屋 根 で 柿葺 。 棟 持柱 を もつ大 型

屋根 で ， シ ュヴ ァル ッ ヴ ァル トの ハ イデ ン型 と類 似 して い る。 校 倉 壁 で あ り，階 層 構

造 にな って い る。

　 Ｏｓｔｅｒｍｕｎｄｉｇｅｎ か ら移 した 民 家 （１７９７年 ） も大 型 屋 根 で ， と くに妻 側 の ア ｒ チ を

描 く庇 や バ ル コニ ーが 特 色 。 ４層 に な った壮 大 な 階 層 家 屋 で ， 家 畜 舎 や 屋 根 裏 を利 用

した 乾 草 収 納 空 間 が実 に宏 大 で ， 山 の斜 面 か ら屋 根 裏 へ 馬 車 で 直 接 搬 入 で き るよ うに

２９６



杉本 　　ヨー ロッパの野外博物 館

なっている。シュヴァルッヴァル ト民家との関連も考えられる。現在はこの広い空間

で農機具の展示や酪農関係のパネル解説展示を している。

　Ｂｅｒｎｅｓｅ　Ｏｂｅｒｌａｎｄ は，一般 に緩勾配の板または柿葺屋根 （石置）が多 く，校倉造

りの壁面または階下石積壁，２階以上校倉壁の構成となっている。高所にあった製酪

小屋や，石を積んだ高床式の校倉造 りのチーズ小屋も見逃せない。

　東部 Ｍｉｔｔｅｌｌａｎｄ はスイスの北東部地域で，半木軸組 （Ｆａｃｈｗｅｒｋ） の発達 した民

家が特色で，この形式 は他の形式 と混在 しつつ中部 Ｍｉｔｔｅｌｌａｎｄ にも及んでいる。

　１９世紀末～２０世紀初頭のスイスにおける民家屋根材料や，壁面の材料と構造の分布

図 （図１０，１１）をみると，ほぼ東西にひろがった帯状の分布が特徴的である。木造民

家の屋根の勾配もアルプスを境に異なり，図１０実線の北側は急勾配，南側は地中海地

民家屋根材料 と勾配 （１９Ｃ末）

　 図１０　ス イス民家屋根材料 と勾配分布図

（Ｒ・ＷＥＩｓｓ，太 田邦夫氏 らの分布図 によ って編図）
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　 図 １１ ス イス 民 家壁 面 の 材 料 と構 造 分 布 図

（Ｒ．Ｗ ＥＩｓｓ，　Ｍ ．　ＧｓｃＨｗＥＮＤの 分 布 図 に よ り編 図 ）

域 の伝 統 で あ る緩 勾 配 が優 越 して い る ［太 田 ・浅 井他 　 １９８２：７１－８６］。 これ ら分 布 の

特 徴 は ， ベル ナ ー アル ペ ン， 中央 ア ル ペ ン （Ｉｎｎｅｒ　Ａｌｐｅｎ），南 ア ル ペ ンな ど ， ほ ぼ ３

～ ４列 の アル プ ス 山 系 の 走 町 と無 関係 で は な い が， この 山 地 の 通 谷 や 峠 な ど古 来 か ら

の交 流 路 を 通 じて ， 巨視 的 に は北 の木 の文 化 と南 の地 中 海 の 石 の 文 化 を は じめ諸 様 式

の伝 播 が行 わ れ た こ と も重 要 で あ る。

　 移 築 建 物３８棟 の構 成 は， 民家 １８棟 （１棟 は レス トラ ンに活 用）， 穀 倉 ， 家 畜 舎 な ど

１０棟 ， 製 材 所 ， 炭 焼小 屋 ，搾 油 水 車 ， ぶ ど う酒 醸 造 所 ， 養 蜂小 屋 ，パ ン焼 小 屋 ， チ ー

ズ 小 屋 な ど１０棟 で あ る。 生 活 用 具類 な ど の展 示 は比 較 的 少 な く， さ りげ な く生 活 の姿

を伝 え よ う と して い る よ うで あ る。 農 家 で は炉 に火 を 燃 や し， ス モ ー クル ー ム に は べ

一 コ ンや ハ ムな ど （レプ リカ） が 吊 って あ る。 納 屋 は乾 草 の 臭 い が 満 ち て い る。 糸 紡

ぎ， 糸 概 き， 箱 作 り，炭 焼 き，木 工 細 工 ， レー ス編 み な どの 実 演 も行 わ れ る。

　 主 要 民 家 に付 属 した 農 園 で は ，果 樹 ， 野 菜 ， 麦 類 ， 馬 鈴薯 な どを作 り，乳 牛 を飼 う
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　 　　 　 写真１８ 移 築 復 元 中 の 民 家

（アルプスの山々に囲まれたスイス野外博物館 ：バ レンベルク）

な ど ，農 牧 生 活 の 再 現 に は力 を入 れ て い る ［ＧｓｃＨｗＥＮＤ，　ＦＥＨＬＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＨｕＮｚＩＫＥＲ

Ｉ９８２］。 自然 と人 間 と田 園 風 景 のハ ー モ ニ ー を求 めて い るわ けで あ る。 各 建 物 の詳 し

い解 説 は， コ ンパ ク トな リー フ レ ッ ト， ガ イ ドマ ップ， ガ イ ドブ ックで 充 分補 って い

る。 特 定 民 家 で は 「パ ンの 歴 史 と地 方色 」 「酪 農 の 歴 史 」 な どの 特 別展 示 を して い る 。

館 内 の ガ イ ドッ ア ー， 売 店 ， レス トラ ン， ホ テ ル ，駐 車 場 な ど も完 備 して お り， 観 光

の新 拠 点 と して ， ス イス の 伝 統 的 庶 民文 化 の大 セ ンタ ー の建 設 を 目 ざ して い る。

　 ３．２　 フ ラ ン ス

　 フ ラ ンス に は， 創 設 ， 建 設 進行 中 の もの を含 め て ８野 外 博 物 館 が あ る。 フ ラ ンス で

は ，野 外 博 物 館 を 生 態 博 物 館 ［Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ］ と称 して い る例 が多 い。　Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ の 中

に は ，上 アル ザ ス の Ｅｃｏｍ ｕｓ６ｅ の よ うに ， ドイ ッ的 な野 外 博 物 館 もあ るが ， ボ ル ド

ー南 方 の Ｍ ａｒｑｕさｚｅ の Ｅｃｏｍ ｕｓ６ｅや
， ロ ー ヌ河 口地 域 Ｃａｍ ａｒｑｕｅ の 博物 館 の よ う

に，総合 的 な 自然 保 護 政 策 の一 環 と して 各 地 に設 け られ た 地 域 自然 公 園 ［Ｐａｒｃ　Ｎａｔｕｒｅｌ

Ｒ６ｇｉｏｎａｌ］の 中 に立 地 す る もの が 多 い。

　 な お ， 南 仏 プ ロヴ ァ ンス の Ｖｏｕｃｌｕｓｅ地 方 Ｇｏｒｄｅｓ南 西 郊 の 山腹 緩斜 面 に ， この地

方 に あ った 純石 造 家 屋 敷 ５つ を 復元 した Ｂｏｒｉｅｓ村 ［Ｖｉｌｌａｇｅ　ｄｅｓ　Ｂｏｒｉｅｓ］の よ うな小

規 模 な もの もあ る。

　 パ リの プ ロｓ－ｎｙニ ュの森 に あ る 国立 民 芸 民間 伝 承 博 物 館 ［Ｍ ｕｓ６ｅ　ｎａｔｉｏｎａｌ　ｄｅｓ　ａｒｔｓ

ｅｔ　ｔｒａｄｉｔｉｏｎｓ　ｐｏｐｕｌａｉｒｅｓ］ ［佐 々木　 １９７３：１６－３３］ は，，フ ラ ンス 各地 の 農村 生 活 に関

す る 「モ ノ 」 （例 え ば各 地 方 の 鎌 ， 斧 ，黎 な ど農 具類 ，牛 馬 の輻 ，木 箱 ， ぶ ど う酒 樽 ，
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民 俗 衣 装 … …） が 展 示 され ，村 の鍛 治 屋 や 民 家 模 型 ， 民家 の 実 物や 部 分展 示 もあ り，

全 国 の伝 統 的 庶 民 の 生 活 文 化 を系 統 的 にみ る こと がで き る。 最 近 ， 当博 物 館 の監 修 に

よ る地 域 別 の 『フ ラ ンス の 農村 建 築 』 シ リー ズ ［Ｌ’ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　ｒｕｒａｌｅ　ｆｒａｎｇａｉｓｅ］が

出版 され つ つ あ る。 充 実 した詳 細 な研 究 だが ， 大 半 が １９４０年代 に 実施 され た 調 査 結 果

を基 礎 に した もの な の で ，現 在 消 滅 した 民 家 も多 い が ，基 礎 的 資 料 と して 貴 重 な も の

で あ る。

　 ３・２．１ 上 ア ル ザ ス 野外 博 物 館 ［Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ　ｄｅ　Ｈａｕｔｅ　Ａｌｓａｃｅ］

上 ア ルザ ス地 方 の 中心 都 市 Ｍ ｕｌｈｏｕｓｅ北 郊 ，　 Ｐｕｌｖｅｒｓｈｅｉｍ と Ｂｏｌｌｗｉｌｌｃｒ間 の 平 坦

地 に立地 して い る。 １９８４年 ６月 ， アル ザ ス 農 家 保 存協 会 の努 力 に よ って 開 館 した 新 し

い 野外 博 物 館 で あ る。 約 ５ｈａ の敷 地 に上 アル ザ ス 地 方各 地 か ら，農 家 ， 穀 倉 ， 納 屋 ，

家 畜 舎 ， 園亭 ，養 蜂 架 な ど２０棟 余 を集 めて い る。

　 ア ル ザ ス は ，古 期 地 塊 の ヴ ォ ー ジ ュ山 脈 と シ ュヴ ァル ッ ヴ ァル トに挾 まれ た ラ イ ン

図 １２ ’上アルザス野外博物館移築建物原地分布図

　 　 　 　 　 　 （７～２０：Ｓｕｎｄｇａｕ）

地 溝 平 野 で ， ヴ ォ ー ジ ュ山 脈 の 急

斜 面 と谷 ， 山麓 の 石 灰 岩 性 の 丘 陵 ，

平 野部 （肥 沃 な黄 土 か らな る段 丘

と ライ ン低 地 の沖 積 地 ） か らな り，

小 麦 ， ぶ ど う裁 培 な ど農 業 の盛 ん

な 地 域 で あ った ［プ ズ ー　 １９８２：

１７４－１７９］。　 上 アル ザ ス は細 長 い

ア ルザ ス地 域 の 南 部 の 地 域 にな る。

　 本 館 の民 家 は，過 半 はＭ ｕｌｈｏｕｓｅ

以 南 の Ｓｕｎｄｇａｕ 地 方 の もの で あ

る。 （１）Ｓｕｎｄｇａｕ の 民 家 （２）村

の広 場 を囲 む 民 家 ， （３）平 地 農 家

と ぶ ど う栽 培 農 家 の ３セ ク シ ョン

にな って い る。

　 屋 根 型 や 木 組 に微 妙 な地 方色 は

あ る が， いず れ も美 しい 半 木 軸 組

（Ｆａｃｈｗｅｒｋ）， 土 壁 　（白壁 の 他 ，

彩 色 壁 もあ る）， 平 瓦 葺 で ， ３～

４層 の階 層 家 屋 が多 く， 中 庭 を建

物 や塀 で 囲 む 閉 鎖 型 の 屋 敷 建 物 配
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写真１９ 上 アルザ ス，Ｓｕｎｄｇａｕ，　Ｓｔｅｒｎｂｅｒｇの民家 （牧草地 や池を配 してある）

　 　 　　 　 　 　 　　 　 ［上アルザス野外博物館］

置もある。 ドイッとの交界地域としての歴史が民家型にも反映 している。

　（１） Ｓｕｎｄｇａｕ の Ｓｔｅｒｎｂｅｒｇの民家は，近 くに牧草地と池を配 している。 居住部

分，家畜舎， 乾草納屋， 馬車庫などが同一棟に集まった一棟集中型 （ｍａｉｓｏｎ　ｂｌｏｃ，

Ｅｉｎｈａｕｓ）で，寝室には，台所に焚口をもつ包炉があり，台所の煙は屋根裏へぬける。

乾草収納庫は吹抜 きになった巨大な屋根裏である。

　（２） 村の広場を囲む民家は，井戸のある広場をとり囲む形だが， 主屋， 納屋，穀

倉などを組合せて中庭を囲むような配置にしてあり，切妻や半切妻の妻壁の木組が多

様で，絵画的なアルザス地方の村の雰囲気を出している。

　臨時案内所になっている Ｍｕｅｓｐａｃｈ の大型農家は一部休憩所に改造 し，ビデオで

民家の移築状況や館の概要を解説 している。

　（３） 平地農家では， 主屋，大型納屋 とＴ字型に組み合わさった階下が柱列吹抜き

の打穀場になった建物が，中庭を石積みの塀 と共 にとり囲む。いわゆる閉鎖型の配置

に再構成されている。荷馬車などを通すアーチ式の立派な石の門がある。平地ぶどう

裁培農家は，階下がぶどう貯蔵庫であった。 この建物は地方産のぶどう酒を出すレス

トランになる予定 という。家の前面にはぶどう畑が再現されるし，その中に丘陵地帯

のぶどう裁培地域から移した園亭 （物見小屋）が建っている。

　開館後日も浅 く，環境 は整備中で，建物 も１／３は建築中。屋内の生活用具類の展示

も未完成であったが，ガイドブックは美麗かつ内容の充実 したものができている。生

活のある上アルザスの伝統的農村の再構成を目ざしている。

　３．２．２ マルケーズ野外博物館 ［Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ　ｄｅ　ｌａ　Ｇｒａｎｄｅ－Ｌａｎｄｅ　Ｍａｒｑｕさｚｅ］
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　 ボル ドーの 南 方 ， Ｇｒａｎｄｅ　Ｌａｎｄｅ の 地 域 自然 公 園 （Ｐａｒｃ　Ｎａｔｕｒｅｌ　Ｒ６ｇｉｏｎａｌ　Ｄｅｓ

Ｌａｎｄｅｓ　Ｄｅ　Ｇａｓｃｏｇｎｅ） の 中 に あ る。

　 ビス ケ ー湾 に沿 う Ｌａｎｄｅｓ地 方 の 海 岸 は直 線状 で ，大 砂 丘 が発 達 して い る。 砂 丘地

帯 は幅 ５～ １０ｋｍ にお よぶ が ， この地 帯 は深 さ ０．５～ ｌｍ に砂 岩 が あ り， これ に酸 化

鉄 を ふ くむ水 が浸 透 して 固 ま り， 透水 性 が 悪 く，湿 った砂 地 の Ｍ ｏｏｒｌａｎｄ で あ った 。

羊 飼 い は マ ラ リア， 甲状 腺 腫 な どか ら身 を守 る た め高 い竹 馬 を使 って 羊 の群 を追 って

い た ［プ ズ ー 　 １９８２：２５３－２５６］。

　 １９世 紀 に入 って 砂 丘 の 内 陸 へ の 移 動 を防 ぐた め 海 洋性 の 松 の 植林 が は じま り， 排

水 事 業 の 進 展 に よ って広 大 な松 林 が形 成 され ， 現 在 １００万 ｈａ に達 した。 その うち

２０６，０００ｈａが 地 域 自然 公 園 に指 定 さ れ て い る。

　 Ｍ ａｒｑｕさｚｅ の Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ は地 域 自然 公 園 の 中 に あ って ， 自然 を保 護 しな が ら， １９

世 紀 末 頃 ま で の ， この地 方 の地 主 や 入 植 した借 地 農 や小 作 人 に よ って 行 わ れ た 伝 統 的

な 農牧 生 活 を保 存 し，地 方 の生 態 的 条 件 や 文 化 的 伝統 に適 応 した 農 民 の 生 活 文 化 を 伝

え よ う と して い る。

　 Ｓａｂｒｅｓ村 の小 駅 舎 に オ フ ィス が あ り， 野外 博 物 館 へ の案 内， 配 置図 ， 地 域 自然 公

園 の 図 が掲 示 して あ る。 交 通 の 不便 な地 域 で あ り，気 候 の関 係 もあ って 夏 季 （６月 １５

日～ ９月 １５日） の み 開 館 して い る。 廃 線 を 活用 した ッ ー リス ト軽 便 列 車 　（１日 ５往

復 ） で ３．５ｋｍ， 砂 地 の 松 林 の 間 を走 る と， や や開 けた 地 区 が あ り， 民 家 や柵 ， 畑 な

ど が並 ぶ。 標 示 がな けれ ば 普 通 の村 と思 え るほ ど 自然 の ま ま に して あ る。

　 敷 地 は森 をふ くん で １３０ｈａ もあ り， 一 面 松 林 で ， 標 高 ７５～ ８０　ｍ， や や起 伏 が あ

写真２０ 廃線を活用 して観客を運ぶ

　 　 （マルケーズ野外博物館）
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　 　 　 　 　 　 　 図 １３　 マ ル ケ ー ズ野 外 博 物 館 の環 境

（Ｉｎｓｔｉｔｕｔ　Ｇ６０ｇｒａｐｈｉｑｕｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　２．５万 分 ノ １地 形 図 Ｓａｂｒｃｓ図 幅 に よ る）

る。Ｌｅｙｒｅ川の源流に近い小川が野外博物館の東寄 りを流れて景観に変化を与えてい

る。

　地形図をみると，Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ以外でも，松林の中に小耕地があり，数戸の民家が集

まった小村 （Ｗｃｉｌｅｒ）状の村落が分布 している。

　（１）民家などが比較的集まっている開けた区域，（２）森林 （海洋性の松林），（３）叢

林， （４）河川沿いの地区， （５）伝統的農耕の ５地区に分けられる。 （１）地区のほぼ中

央にある草葺の小屋がインフォメーション兼軽食堂，隣…接する丸瓦葺木軸組の建物は

展示場で，当地域の自然公園やフランス全土の地域自然公園，農耕や方言分布図など

が展示してあり，自然保護など自然 と人間 とのかかわ りを軸とした地域の理解を深め

るような配慮が してある。

　民家は大屋根の地主の家が３棟， 奉公人の家 （地主の家 と屋敷セット配置），小作

人の家のほか，穀倉，納屋，荷馬車小屋，高床式の鶏小屋，養蜂小屋，羊舎，パン焼
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写真２１ 松林に囲まれた ラン ド地方の民家 （地主の家）

　 　 　 　 　 　 ［マルケーズ野外博物館］

小 屋 ，豚 小 屋 ， 井 戸 （ハ ネ ツル ベ式） な どが あ る。 納 屋 な ど草 葺 屋 根 の もの もあ るが ，

大半 は赤 味 が か った丸 瓦葺 で ，壁 面 は半 木 軸 組 で あ る。 ドイ ッ の民 家 と異 な り， 柱 の

間 隔 が狭 い形 式 が多 い。 Ｌａｎｄｅｓ地 方 の特 色 で あ る。

　 Ｍ ａｒｑｕさｚｅに あ った 地 主 の家 は， 切 妻 丸 瓦葺 屋根 で ，東 面 した 入 口妻 側 の アー チ 形

の庇 の木 造 架 構 が特 徴 で ， 壁 面 は柱 間 隔 の狭 い半 木軸 組 ，壁 は枝 を編 ん だ芯 に土 壁 を

塗 り， 白漆 喰 で 仕 上 げて あ る。 間 取 り は間 口 ２０ｍ ， 奥 行 で ２１ｍ ， ほ ぼ方 形 。 玄 関

か ら入 った 中央 が暖 炉 の あ る居 間 ， そ の 背 後 が 台 所。 左 右 に ４寝 室 と物 置， 洗 濯 場 な

ど が あ る ［ＢＩＤＡＲＴ　ａｎｄ　ＣｏＬＬｏＭＢ　 ｌ９８４：１３０－１４１］。 生 活 用 具 類 は簡 素 で ， 松 材 を

用 い た もの が多 い。 穀 倉 の 一 つ は展 示 場 とな り， この Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ の植 物 や 昆 虫 類 ，

農 具 類 を 陳列 して い る。

　 （２）森 林 セ ク シ ョ ンで は， 松 脂 採 取 風 景 を見 学 で き る。 森 林 セク シ ョ ンに続 く （３）

叢 林 で は ，松 か さ の採 集 がで き る し， 炭 焼 窯 が あ って 炭 焼 作 業 を み せ る。 （４）Ｌｅｙｒｅ

川 沿 い の セク シ ョ ンに は ，貯 水 池 ， 木 製 の 堰 ， 水 車 が あ り，樹 林 の 中 で シダ 類 な ど各

種 の植 生 を み る こ とが で き る。 樹 木 も柏 ， 栗 の 大 木 な ど はガ イ ドブ ッ クに も記 載 して

あ る。 い た る と ころで 自然 観 察 が で き る よ う にな って い る。

　 （５）伝 統 的 農 耕 の セ ク シ ョ ンは， ６ｈａ余 の開 墾 地 （畑 ） が あ り， 松 林 が と りま く。

この地 方 は湿 っ た砂 地 の Ｍ ｏｏｒｌａｎｄ だ った が ， 粗 い褐 色 の砂 岩 を黎 で砕 いて 排 水 を

よ く し， 肥料 の投 入 に よ って 砂 地 を農 地 に変 え つ つ あ る。 フ ラ ンス 自然 史 博 物 館 や 国

立 農 業 技 術 調 査研 究 所 との共 同で ， これ ら伝 統 的 農耕 と近 代 的農 耕 法 に よ る作 物 の 試

作 や 比 較 も行 わ れ て い る。 ぶ ど う， リ ンゴ， 桃 な どの果 樹 園 づ く り も試 み られ て い る。
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農具小屋が集めてあり，農具類の展示もある。 リーフレットには，ライ麦，とうもろ

こし， 小麦等々季節による作付け図や， 伝統的農耕風景の 写真と解説も掲載 してい

る。

　夏休みシーズ ンには，ガイ ド役の学生が到着列車の来館者を２～ ３のグループにわ

けて案内するシステムができている。 自然を満喫しつつその大切さをくみとり，地域

の伝統的な農耕文化に接することができる大変ユニークなフランス型野外博物館であ

る。

　Ｅｃｏｍｕｓ６ｅは，単一の建物や建物の集合 した （町並み）型の一般的野外博物館の概

念を超え，広い地域をふ くむすべての伝統文化の保存と結びついている。 Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ

の目標は，自然と人間の調和する姿の表現であり，地域文化の調査と保護に努力する

と共に，地域自体の発展に寄与 し，地域の入々のアイデンティティの確認という面を

もっている。 この目標を達成するには，学際的研究の進展，自然保護と文化財の保存，

社会教育の場としての役割があげられる ［ＨＩＮＴＥＮ　 ｌ９８５：４３－６４］。

４．　 ス ペ イ ン ・ア イ ル ラ ン ド

　 ４．１　 ス ペ イ ン

　 ４・１・１　 ス ペ イ ン村 ［Ｐｕｅｂｌｏ　Ｅｓｐａｆｉｏｌ，　Ｂａｒｃｅｌｏｎａ］

　 地 中海 地 域 に は 野外 博 物 館 は ほ とん どみ られ な いが ， ス ペ イ ンで はバ ル セ ロナ とマ

ジ ョル カ 島 のパ ル マ に野 外 博 物 館 的 な 「ス ペ イ ン村 」 が あ る。

　 バ ル セ ロ ナ の 「スペ イ ン村 」 ［Ｐｕｃｂｌｏ　Ｅｓｐａｈｏｌ］ は，１９２９年 のバ ル セ ロ ナ万 国博 覧

会 記 念 に， 都 心 か ら西 南 ２．５ｋｍ の眺 望 絶 佳 の 丘 陵 地 帯 モ ン トフ ィ ッチ の森 に造 られ

た。 この付 近 はバ ル セ ロ ナの 博 物 館 ， 美 術 館 ，競 技 場 も多 く，文 化 ・ス ポ ー ッ セ ンタ

ー 的 な地 区で あ る。

　 Ｐｕｅｂｌｏ　Ｅｓｐａｆｉｏｌ は面 積 ２万 ｍ２， ７つ の広 場 と ２０の通 りに沿 って ， ス ペ イ ン各 地

か ら集 め た代 表 的 な建 物 が 地 方 別 に ま とめ られ ， コ ンパ ク トな 町並 構 成 に な って い る。

しか し民 家 な ど庶 民 の建 築 物 は ほ とん ど無 い。 市 庁 舎 な ど公 共 建 築 物 や ， 教 会 ， 領 主

の館 ，城 門 ，規 模 の大 きな 町 家 な ど， ル ネ サ ンス以 降 の 限 られ た階 層 を対 象 と した 建

築 物 が大 半 を 占 めて い る ［山崎 　 １９７５：８４－９１］。 ス ペ イ ン建 築 様 式 の コ レク シ ョ ンと

も いえ る。 な お ， Ｐｕｅｂｌｏ は村 の 意 味 で はな く， む しろ地 方 町 と村 とは構 造 が 類 似 し

て お り ［Ｗ ｏＲＹＴＫＩＥｗＩＧｚ　 ｌ９８１：１７１－１８５］， 伝 統 的 な ス ペ イ ンの 中規 模 の 地 方 町 と

い った 方 が 適 切 な よ うで あ る。

　 建 物 の ア トリエで は皮 製 品 ， モ ザ イ ク， オ ル ゴ ール ，籠 作 り， ガ ラス加 工 ， 木 工 品 ，
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写真２２ 観客で賑わ うバルセロナの 「スペイ ン村」

金 属 細 工 ，麻 織 物 ， 蝋 燭 作 り等 々， ス ペ イ ンの伝 統 工 芸 品 が 職 人 の手 に よ って作 られ ，

製 品 を みや げ もの と して 販 売 して い る。

　 建 物 は実 物 を移 築 した もの よ り も， 忠 実 に復 元 した コ ピーが 多 く， その建 物 の原 地

の位 置 を示 した 地 図 が表 門 近 くの 建 物 に掲 示 して あ る。

　 マ ドリ ッ ドの西 方 に あ る ア ビ ラの 町 の城 門 を復 元 した 正 門 を入 る と騎 士 の通 り等 の

街 路 が あ り， プ ラザ ・マ ヨール を は じめ ，各 所 に広 場 を配 して い る。 広 場 や 街路 に沿

って び っ し りと各 地 の 建 物 が 建 ち並 ん で い る。 ア ラゴ ン広 場 か ら曲 った 狭 い アー チ通

りは坂 道 で ， 白 い建 物 ， ス ペ イ ン風 ベ ラ ンダ ，植 木 鉢 ， 街 灯 な ど， ア ンダ ル シア地 方

の町 並 み の雰 囲 気 を 再 現 して い る。 街 路 か らは 目立 た な い よ う に配 慮 して い るが ， ほ

とん どの 建 物 が 工 芸 品 の ア ト リエ や売 店 で あ る。 広 場 付 近 に は レス トラ ン，喫 茶 店 な

ど も配 して い る。 バ ル セ ロナ 観 光 ル ー トの 中心 で あ り， レク リエ ー シ ョン セ ンタ ー と

して の 機 能 が 大 きい 。 『ヨー ロ ッパ の 野 外 博物 館ハ ン ドブ ック』 の著 者 Ｚｉｐｐｅｌｉｕｓは ，

Ｐｕｅｂｌｏ　Ｅｓｐａｆｉｏｌを 野外 博 物 館 の リス トか ら除 外 して い るが ， これ は展 示 建物 の性 格

と観 光 中 心 の機 能 が 要 因 で あ る。 博 覧 会 型 野 外 博 物 館 ， 観 光型 野外 博物 館 の タ イ プ に

な るで あ ろ う。 類 似 の 施 設 で小 規模 な もの と して は， 観 光 を 主 に した 西 ドィッ ， ニ ュ

ル ンベ ル クの 伝 統 的 工 芸 の 職 人 街 な どが あ げ られ る ＩＫｕＲｚ今ＴＫｏｗＳＫＩ　 ｌ９８１：１６１－－

１７０］。

４．２　ア イ ル ラ ン ド

４．２．１ バ ン ラテ ィ城 民俗 公 園 ［Ｂｕｎｒａｔｔｙ　Ｃａｓｔｌｅ　ａｎｄ　Ｆｏｌｋ　Ｐａｒｋ］

アイ ル ラ ン ドを代 表 す る野 外 博 物 館 で あ る。 西 海岸 の シ ャノ ン国 際 空港 に近 いバ ン
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ラテ ィ城 （１４６０年） を 含 む 民 俗 公 園 で ，１９５９年 に シ ャノ ン国 際 空 港 の滑 走 路 拡 張 のた

め古 民 家 が撤 去 され る こ と にな った の を契 機 に， 古 民 家 保 存 へ の 動 きが 高 ま った。 当

時バ ンラ テ ィ城 修 復 と ホ テル建 設 が進 ん で お り， これ ら観 光 産 業 を ふ くむ シ ャノ ン自

由空 港 開 発 会 社 に よ って ， 西海 岸 シ ャノ ン河 口地 方 の 民 家 調 査 が 行 わ れ ，代 表 的 な古

民 家 を選 ん だ。 この 野 外 博 物 館 の建 物 の大 半 は移 築 で はな く， 調 査 資 料 に よ って 忠実

に再 構 成 した レプ リカ で あ るの も一 つ の特 色 とな って い る。

　 河 畔 に建 つ 美 しい城 を ふ くむ森 と緩 や か な ス ロ「一プ の牧 草 地 が続 く優 れ た環 境 で ，

１９６４年 に ３．５ｈａで ス タ ー トしだ が ， １９８２年 に畑 や森 ，牧 場 を ふ くむ 約 １０　ｈａ の広 さ

に拡 張 した。 農 家 ７棟 ， 町 家 １０棟 ， 漁 家 １棟 ，水 車 ，鍛 治 屋 な ど ４棟 ， １９世 紀 初 期 に

建 った 小 貴 族 の 家 屋 敷 な どが集 め られ た。

　 農 家 は厚 い石 積 壁 で ，草 葺 屋 根 が大 半 を 占 めて い る。 漁 家 は シ ャ ノ ン湾 口南 側 に注

ぐ Ｃａｓｈｅｎ川 の 鮭 を と る漁 師 の家 で ，切 妻 草 葺 屋 根 ， 石 壁 で ， ２室 の古 い型 式 。 山地

の 農 家 は Ｌｉｍｅｒｉｃｋ や 北 Ｋｅｒｒｙ の 丘 陵 地 帯 の 小 農 の 家 で ， 中 央 に炉 の あ る広 い台 所

兼 居 間 と， 両 側 に寝室 の あ る ３室 形 式 で あ る。 炉 で は泥 炭 を 燃 料 に荒 び き小 麦 の パ ン

を 焼 いて い る。 民 具類 は質 素 だ が， 使 って いた まま の状 態 に して あ る。 床 の敷 石 は

Ｌｉｍｅｒｉｃｋ 西部 の もの だ が ，１９世 紀 頃 の 習 慣 と して ， 新 婦 は持 参 金 の一 部 に この石 を

持 って きて ， この石 で新 婚 夫 婦 の た め に民 家 を 補 修 した とい う ［宮 澤 　 １９７９：１９－２３；

ＥｖＡＮｓ　 １９７６：２７－７１］。

　 南 西 Ｃｌａｒｅ の 民家 は ３室 形 式 で ， 中央 に炉 を もつ 居 間兼 台 所 と ２つ の寝 室 に も小

さ い炉 を も って い る。 石 壁 はモ ル タ ル で 固 めて い る。 草 葺 屋 根 に は，網 状 の ロー プ を

写真２３ 燃料の泥炭を運ぶ少年，背後はシャノン河口付近の漁師の家

　 　 　 　 　 　 　 　 　（バ ンラティ城民俗公 園）
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写真２４　アイル ラン ドの地方町の姿を再現 した地 区

　 　 　 　 　 （バ ンラティ城民俗公園）

かぶせ，ロープは石積の間にさしこんだ棒にしっかりと縛 りつけて補強 し，大西洋か

らの冬の強い偏西風に対処 している。富農の家は Ｌｉｍｅｒｉｃｋ南郊 Ｋｉｌｆｉｎａｎｅの大きな

横長草葺寄棟，石壁の民家 （１９世紀）で，炉のある広い台所と３寝室があり，家具調

度 も，この野外博物館民家の申では最も立派である。広い台所では郷土菓子づ くりの

実演をしている。その他鍛治屋での作業，陶器工房での壷づくり，珍 しい水平式水車

による製粉などの実演展示もある。

　新拡張地区に切妻スレー トまたは瓦葺屋根，石壁の町家が並んで小町並を構成 して

いる。質屋，村のパブ，織物店 （アイリッシュリネンなど）， 印刷屋，写真屋，食料

品店，民芸品店，鄧便局，家具と家具職人の家が集まっている。伝統工芸の実演や販

売を行い，来館者が楽 しみながら１９世紀頃の生きた地方町の姿を体験できるようにし

ている。小町並の背後は広々とした牧草地で，乳牛が飼われ，アイルランド西部に多

い石垣が牧場の囲いになっている。丘のスロープに純石造りの北 ｃｌａｒｅ地方の農家，

丘の上に地方の小貴族の館 と付属建物があり， ここを活用して農具を中心としたコレ

クションの展示を行い，農業技術の進歩をあとづけることができるようにしている。

公園事務所や小，レス トランも草葺民家を活用 しており，全体の建物と調和している。

現在，村の学校，農家，教会，風車，ジプシーの家馬車を再構成，あるいは移築する

計画を進めている。

　１９世紀までの伝統的農村 と地方町の庶民文化の再現をめざしており，国際空港とタ

イァ ップしたアイルランド観光の拠点 として注目される。

　 アイルランドの地方 （とくに西部）には，現在でも草葺石壁の伝統的民家が散見で
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き るが ， ダ ブ リン西 北 方 や や西 海 岸 よ りの Ｇｌｅｎｃｏｌｕｍ ｂｋｉｌｌｅ に， ０・５　ｈａ， ５棟 を集

あ た民 俗 村 博 物 館 ［Ｆｏｌｋ　Ｖｉｌｌａｇｅ　Ｍ ｕｓｅｕｍ　Ｇｌｅｎｃｏｌｕｍ ｂｋｉｌｌｅ］ が あ る。 野外 博 物 館

で はな い が ， Ｌｉｍｅｒｉｃｋ 南 西 郊 Ａｄａｒｅ に数 棟 の 草 葺 寄 棟 民 家 が保 存 さ れ ， ２～ ３民

芸 品店 を 開 い て い る。 いわ ゆ る現 地 保 存 型 的 な もの で あ る。

㎜．　 ヨー ロ ッパ野外博 物館 の特色　 総　括一

　 ヨー ロ ッパ の野 外 博 物 館 の 特 色 につ い て は 第 １報 で も述 べ た が ［杉 本 　 １９８０：５７１－

５７３，１９８５：１４－２９］，今 回 の 調 査 を 加 え て検 討 し， その 諸 特 色 を ま とめ た。 な お最 後

に， わ が 国 の 野外 博 物 館 に つ いて ， ヨー ロ ッパ との 若 干 の 比 較 を 試 み る。

１．　 野外博物館の分類

　 １．１　 地 理 学 的 ・民 族 学 的 分 類

　 （１）　 中央 野 外 博 物 館 　 全 国 の 伝 統 的 庶 民 文 化 を 通 観 し比 較 で き る。 各 国 の代 表 的

野外 博 物 館 。 ス ゥ ェー デ ンの ス カ ンセ ン， ノル ウ ェ ーの オ ス ロ にあ るノ ル ウェ ー民 俗

博 物 館 ， フ ィ ン ラ ン ドの ヘ ル シ ンキ に あ る セ ウ ラサ ー リ， ル ー マ ニ ア の ブ ク レシ ュ チ

村 落 博物 館 ， ハ ンガ リー の セ ンテ ン ドレ， オ ース トリアの ス テ ユー ビ ンク ， オ ラ ンダ

の アル ンヘ ムの野 外 博 物 館 な ど が あ げ られ る。

　 （２） 大 地 域 （多 地 域 ） 野 外 博 物 館 　幾 つ か の 地 域 を ふ くん だ 民俗 文 化 地 域 や ， 州

の よ う に， 比較 的広 い地 域 の民 家 な ど を集 めた 野 外 博 物 館 で あ る。 ベ ル ギ ー の フ レ ミ

ッシ ュ （フ ラマ ン） 語 圏 を代 表 す る Ｂｏｋｒｉｊｋ野 外 博 物 館 ， チ ェ コス ロヴ ァキ ア の ス ロ

ヴ ァキ ァを 代 表 す るマ ル チ ンの 野外 博 物 館 ， イ ギ リス 連 合 王 国 の一 つ ウェ ー ルズ の民

俗 資 料 を集 めた ウ ェ ール ズ 民俗 博 物 館 ， ル ー マ ニ アの トラ ンシル ヴ ァニ ア 民俗 文 化 を

代 表 す る ク ル ー ジの 野外 博物 館 ， ポ ー ラ ン ドの南 東 部 地 域 の 民 俗建 築 を 集 め た サ ノ ク

の 野外 博 物 館 ， フ ラ ン スの 上 ア ル ザ ス 野外 博 物 館 な ど事 例 は多 い 。 ドイ ッ は伝 統 的 に

各 州 の 意識 が 強 く，各 州 を代 表 す る優 秀 な野 外 博 物 館 を も って い る。

　 （３） 地 域 野外 博 物 館 　 各 地 方 の 中小 の 野 外 博物 館 で ，北 ドイ ツ Ｂａｄ　Ｚｗｉｓｃｈｎａｈｎ

に あ る ア ン メ ル ラ ン ドの 野 外 博 物 館 や 上 シュ ヴ ァー ベ ン地 方 の ＫＵｒｕｎｂａｃｈ や

Ｗ ｏｌｆｅｇｇ の野 外 博 物 館 な ど， と くに ドイ ッ に事 例 が多 い。

　 （４）　 ロー カル 野 外 博 物 館 　 ヨー ロ ッパ 各 地 の 村 や 町 の 建 築物 を 保 存 した 野 外 博 物

館 や ，北 欧 に多 い現 地 で １戸 の 民 家 を ， そ こで生 活 しな が ら夏 季 に公 開 す る現 地 保 存

型 （ｉｎ　ｓｉｔｕ） の もの な どが ふ くまれ る。
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　 これ ら野 外 博 物 館 の 設 立 に つ い て み る と， 政 治 的 ・国 家 的背 景 が 強 く働 いて い る。

オ ス ロの ノル ゥ ェ ー民 俗 博物 館 は ， ス ウ ェ ーデ ンの ス カ ン セ ンに対 抗 す る意 識 が あ っ

た し， フ ィ ン ラ ン ドの セ ウ ラサ ー リ野外 博 物 館 は， ロ シ ア とス ウ ェー デ ンか らの 文 化

的独 立 の 表 明 で あ った 。 コペ ンハ ーゲ ンの フ リー ラ ン ド・ム セ ー は，１６６０年 まで デ ンマ

ー ク王 国の 領 域 で あ った南 ユ トラ ン ドや シュ レス ヴ ィ ヒ
， ス ウ ェー デ ン南 部 か らも古

民 家 を集 めて い るが ， これ も民族 意識 の昂 揚 が 関 連 して い る。 ソ連 の各 連 邦 共 和 国 に

あ る野 外 博 物 館 （例 え ば ラ トヴ ィ アの リガ ，エ ス トニ アの タ リン，ウ ク ライ ナ の キ エ フ）

も， 各 共 和 国 の 歴 史 的 民族 的伝 統 を表 示 して い る。 同様 の傾 向 は ス ロ ヴ ァキ アの マ ル

チ ン， ベ ル ギ ー の フ レ ミ ッ シュ文 化 を 代 表 す る Ｂｏｋｒｉｊｋ， ウ ェー ル ズ の民 俗 博 物 館 な

ど に もみ られ ， そ れ ぞ れ 民族 文 化 の ア イ デ ンテ ィテ ィを求 め る一 種 の 保 守 的 様 相 と密

接 に結 び つ い て い る ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 １９８４：３７１－３８１］。 西 欧 諸 国 で は，現 在 経 営 面 で

は， 観 光 産 業 と結 合 した私 企 業 に よ る もの もあ るが ，多 く は国家 や 州 を は じめ， 地 方

組 合 あ る い は野 外 博 物 館 を 支援 す る協 会 な ど に よ って 支 え られて い る。 東 欧 諸 国 や ソ

連 な ど社会 主 義諸 国 で は， 国や 地 方 自治体 な ど種 々 の レヴ ェル の 管 理 運 営 形 態 を と り，

民 族 文 化 の 保存 と国 家意 識 の昂 揚 な ど， 政 治 的 な 貢献 を強 調 す る傾 向 が あ る。

　１，２　展示テーマによる分類

　（１） スカンセンに代表されるような， 伝統的建造物の展示から北方系動物園， 遊

園地までふ くんだ総合的野外博物館。

　（２） 農家などを申心とした民俗建築や， 村落 ぐるみの復元など， 伝統的農村文化

に主力をおいた村落野外博物館。

　（３） 地方町など都市の住居 （町家） を集めて小町並を再構成 した都市の町民文化

の再現をめざす都市 （町家）野外博物館。

　（４） 農村の手工業など， 伝統的技術や農村工業に主力をおいた伝統技術野外博物

館。

　（５）　（２＞，（４）と関連するが，土地の耕作，果樹栽培，牧牛など動物飼育，漁業，

など生業関係の野外博物館。

　（６） イギリスに多い産業革命初期の建物やその後の変化など， 産業遺跡的野外博

物館。

　（７） 考古学に主力のある先史考古野外博物館。

　一般に各種の展示テーマがかなり複合 している野外博物館が多い。

　初期の野外博物館は，農家など伝統的民俗建築を移築することによって，その保存

を強調 した建物中心の村落野外博物館的なものが多かった。いわゆるパークミュージ
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ア ム的 な 性格 が 強 い。 この傾 向 は今 日で も続 いて い るが ， １９１４年 に デ ンマ ー クの オ ー

ル フス に古 い 町 野外 博 物 館 （Ｄｅｎ　Ｇａｍｌｅ　Ｂｙ） が 誕生 した。 これ は職 人 文 化 と町民 文

化 な ど都 市 の 庶 民生 活 や文 化 に注 目 し，１６～ １９世 紀 の 美 しい 地 方 町 の 町 並 み を再 構 成

した もの で あ る ［ＢＲＡＭＳＥＮ　 ｌ９７１］。

　 この傾 向 は多 くの 野 外 博 物 館 に も 影 響 を及 ぼ した。 フ ィ ン ラ ン ド南 西部 ツ ル クに

１９３７年 に開 か れ た 野外 博 物 館 は ， そ の一 部 に１８２７年 当 時 の 職 人 街 を 再現 して い る し，

ス ウ ェー デ ンの Ｌｉｎｋ６ｐｉｎｇ で は ，都 市 再 開 発 のた め， ４ｈａ の 区 画 に７０余 の 古 い建 物

が そ の ま ま移 され ， １９世 紀 の 町並 み を 再 構 成 した 野外 博 物 館 Ｇａｍ ｌａ　Ｌｉｎｋ６ｐｉｎｇ が

誕 生 した。 ベ ルゲ ンの古 い 町 野外 博 物 館 （Ｇａｍｌｅ　Ｂｅｒｇｅｎ） も都 市 （町 家） 野外 博 物

館 の 好例 で あ る。

　手 工 芸 や 農村 工 業 な ど伝 統 技 術 野外 博 物 館 や ， 産 業 革 命 初 期 の 産 業 設 備 を 展示 した

産 業 遺 跡 野外 博物 館 は ，１９６０年 代 以 降 に増 加 して お り， 野 外 博 物 館 の 歴 史 で は 比較 的

新 しい。

　 １９６４年 開 館 した ブ ル ガ リア の Ｇａｂｒｏｖｏ 近 郊 の Ｅｔｅｒａ に あ る野外 博 物 館 は ， 農村

の 伝 統 技 術設 備 （工 場 ） を展 示 し，２６の工 場 の 生 産 物 が 博 物 館 財 政 の８０％ を カバ ー し

て い る ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 ｌ９８１：１２－３１］の は注 目 して よい。

　 １９６２年 オ ー プ ン した ル ー マ ニ ァ の Ｓｉｂｉｕ に あ る野 外 博 物 館 は， ル ー マ ニ ア全 土 か ら

集 め た手 工 芸 と農 村 工 業 関係 の展 示 が有 名 で あ る。 西 ドイ ツの バ ーゲ ン にあ る ウ ェス

トフ ァー レ ン伝統 技 術文 化 野外 博 物 館 も優 秀 で あ る。 産 業 遺 跡 野 外 博 物 館 の代 表例 は

１９７２年 開 館 した イ ギ リス の Ｉｒｏｎｂｒｉｄｇｅ　Ｇｅｏｒｇｅ 博 物 館 で あ り， イ ング ラ ン ド北 東部

の ピ ー一一・・ミ ッシ ュの 北 イ ング ラ ン ド野外 博 物 館 （１９７０年 開 館 ） も充 実 して い る。

　 フ ラ ンス の Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ は，現 地 保 存型 に近 い 野外 博 物 館 で ， 地 域 自然 公 園 内 で の

自然 と文 化 財 の保 存 が一 体 とな った もの が多 い。

２．　 野外博物館の構成要素

　野外博物館を構成する要素 としては，　 （１）立地環境，（２）移築復元 （レプ リカを含

む）建築物～民家など， （３）建築物内外での民具など生活用具類の展示， （４）生活の

再現，手工業などの実演展示， （５）展示館， （６）研究部門と展示，（７）売店，食堂，

ガイドなどサービス関係，をあげることができる。

　２．１　展示 としての立地環境 （自然環境）

　野外博物館の特色は，野外に単なる建物を陳列するのではなく，生活のある博物館，

生きている庶民の生活である。景観的特徴としては，自然をとりこんだパークミュー
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ジァ ム ， あ る い は民 俗 公 園 （東 欧諸 国 で は民 族 公 園 と称 す る） の 性格 を も って い る こ

とで あ る。 これ は ス カ ンセ ンを は じめ 野外 博 物 館 のパ イ オ ニ アで あ る北 欧 野外 博 物 館

の理 念 で あ った 。

　 野 外 博 物 館 は， 環 境 と建 物 や 民 具 な ど が セ ッ トに な って 伝 統 的 な 庶 民 の生 活 を表 現

す る のが 特 色 で あ る。 した が って 野外 博 物 館 の立 地 環 境 ， 自然 の 利 用 も展 示 の重 要 な

要 素 にな るの で あ る。

　 規 模 （敷 地 面 積） は，小 は ０．５ｈａ 程 度 の もの か ら大 は １００　ｈａ を超 え る もの まで

幅 が あ る。 中 央 野外 博 物 館 や大 地 域 野 外 博 物 館 は ３０ｈａ 以 上 の もの が 多 い。 西 ドイ

ツ， デ トモ ル トの ウ ェス トフ ァー レ ン農 村 文 化 野 外 博 物 館 が ８０ｈａ， ス ロ ヴ ァキ アの

マ ル チ ン にあ る野外 博 物 館 も丘 陵 と森 を ふ くん だ １００ｈａ の面 積 を も つ。 イ ギ リスの

マ ン島 Ｃｒｅｇｎｅａｓｈ に あ る Ｍ ａｎｘ　Ｏｐｅｎ　Ａｉｒ　Ｆｏｌｋ　Ｍ ｕｓｅｕｍ は Ｃｒｅｇｎｅａｓｈ 村 の 一 部

を ふ くむ現 地 保 存 型 （ｉｎ　ｓｉｔｕ） の博 物 館 で， 広 い牧 草 地 を ふ くん で ＩＯＯ　ｈａ に達 す る。

地 域 自然 公 園 と結 び つ い た フ ラ ンスの Ｅｃｏｍ ｕｓ６ｅも マル ケ ーズ の よ う に １００　ｈａを超

え る もの が み られ る。

　 パ ー ク ミ ュー ジ ァ ム 的な 村 落 野 外 博 物 館 に 比 べ る と，概 して 都 市 （町 家） 野 外博 物

館 は規模 が小 さ く， 町並 的 に コ ンパ ク トにま とま って い る。

　 展 示建 物 の数 は ， ヨー ロ ッパ の 大 半 の 野外 博 物 館 で は１０～ ３０棟 程 度 だが ， 計 画 （下

線） も含 めて １００棟 上 以 の 展 示 建 物 を もつ大 規模 な もの は ， ス カ ンセ ン， オ ス ロ， ブ

ク レ シ ュチ ， セ ンテ ン ドレ， マ ル チ ン， キエ フ ， サ ノ ク の野 外 博 物 館 な どで あ る。

　 立地 環 境 は ， オ ール フス や ベ ル ゲ ンな ど市 街 地 の一 画 に あ る町 家 の 博 物 館 な ど を除

くと ，一 般 に郊 外 の 比 較 的 交 通 不便 な地 域 に位 置す る もの が 多 い。 しか しいず れ も天

然 林 や 人 工 林 な ど美 しい 緑 地 を もつ起 伏 の あ る丘 陵 性 の 地 形 が 多 く，湖 畔 ，河 畔 に立

地 す る もの も あ り， 大 変優 れ た 自然 環 境 で あ る。 デ ンマ ー クの ヤ ー ル ・ヘ ー デ， 西 ド

イ ツの キー ル ， フ ラ ンス の マ ル ケ ー ズ の よ うに不 毛 の砂 丘 を活 用 した例 もあ る。 オ ー

ス トリアの ス テ ユー ビ ン クや西 ドイ ツ のバ ーゲ ン， ゾ ーベ ル ンハ イ ムの よ うに狭 長 な

谷 地 形 を 利 用 した 例 も あ る。 デ ンマ ー クの フ リー ラ ン ド ・ム セ ーの よ う に移 築 建 物 の

原 地 の環 境 を 見 事 に復 元 （再 構 成 ） した もの が あ る （例 え ば低 湿 地 の農 村 や砂 丘 の さ

び れ た 漁 具小 屋 ， 岩 石 の多 い荒 涼 と した 島 な ど 自然 環 境 の 表 現）。 移 築 建 物 の 原 地 の

環 境 復元 は， 部分 的 にせ よ ，多 くの 野外 博 物 館 で導 入 す る傾 向 が み られ る。

　 建 物 とそ れ を と りま く環 境 を一 体 と して展 示 す る努 力 が払 わ れ て い る。 一 般 に環 境

に対 す る配 慮 が行 き届 き， 地 域 性 や 民 族 性 を重 視 した ものが 多 い。 自然 環 境 と建 物 の

配 置 の 中 に 野外 博 物 館 の展 示 の 意 図 が 表 現 され て い るの で あ る。
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　野外博物館は，特定の場所 （自然環境） に建物などを移築配置するのだが，現地の

村がそのまま村 ぐるみ，あるいはその一部が野外博物館となった現地保存型 （ｉｎ　ｓｉｔｕ）

野外博物館がある。北欧には，村や町のコンミューンに属 し，それによって支えられ

たり，あるいは個人の住宅を夏季に民家博物館として公開するミニ野外博物館が多い

が，これらは現地型の典型である。この種の博物館は一部分だけが公式に記録されて

いるので，正確な数を把握することは困難である ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　ｌ９８１：１２－３１］。

　現地保存型で著名なのは，マン島のマンクス野外民俗博物館，ポーランドのホホワ

ヴ，スロヴァキァのチチマニイなどをあげることができる。都市 （町家）野外博物館

にもこの型にふ くまれるものが多い。 フランスの Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ も現地保存型的傾向が

強い。

　現地保存型は移築ではなく，そのままの姿で民家の生まれた土地に生 きながら定着

しているのだか ら，野外博物館の最良の型といえるかも知れない。

　２．２　建築物～農家 ・町家など

　野外博物館の展示の中心は建築物である。博物館によって展示建物の種類は異なる

が，農家，町家，漁家など主屋 と，穀倉，倉庫，家畜舎など付属建物。陶器工房，搾

油小屋，製材所，製粉小屋，鍛治屋，水車，風車など農村工業や伝統技術に関する建

物。教会，十字架堂，小祠など宗教的な建物。村の小学校，徴税小屋，鄧便局，消防

小屋，小劇場など公共的建物。境界石，道標，村の集会広場，墓地等々，農村や都市

の伝統的な生活ぶりを示すものが集められている。

　とくに農家の場合は，主屋のみを展示 したものもあるが，建物配置にも地域性があ

り，主屋 と付属建物をセットにして移築復元している。

　 この ことによって農村生活の全体をわかりやす く展示することになる。

　西 ドイッのデ トモル トのように大型屋敷別にまとめて配置している例や，小村，広

場村など集落形態を再構成 したものがある （デ トモル ト，ヘ ッセンパークなど）。

　村の空間配置を簡潔な形に再構成 し，民俗建築の発達過程をあとづけたり，社会層

を配慮 した家屋や生活用具類を展示 している充実 した野外博物館 もある。

　野外博物館の大半の建物は，移築復元だが，素材の入手困難などで不可能な場合は，

アイルランドのバ ンラティ城民俗公園のように調査資料に忠実に実物そのままのレプ

リカを作る例 もある。

　ナショナルレヴェルの中央野外博物館では，建物を全国各地から集めて，敷地内に

地理的特色を考慮 して地域別に配置 したものが多 く，大地域博物館で も，その地域性

（ローカルカラー）を表現するため，その配置に留意 している例が多い。
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　建築年代を重視 し，野外博物館の建物を通 じて，建築様式の発達過程を理解するこ

とが可能な例 もある。北 ドイッの多 くの野外博物館では，有畜農耕を反映 した北 ドイ

ツ特有のザクセン型やフリース型の民家をみることができるが，建築構造的には１５世

紀か らのホール型家屋の発展過程が確認できる ［ＪｏＨＡＮＮｓＥＮ　ｌ９７９］。イギリスのシ

ングル トンとエイボンクロフ トの野外博物館に保存された建物が中世建築と木造家屋

の発展を考察する上で重要な役割りを果 している。

　移築 した建物には，展示解説のついているものもあるが，移築原地を図示 したり，

間取図を示す程度のもので，多 くは家屋自体に解説パネルやラベルはない。家屋を標

本化 していないのである ［和田　 １９７６＝５２－６２］。自然と家屋と生活をセットにして，

可能な限り生 きた姿を展示 しようとする努力が払われている。 しかしガイドブックや

リーフレット類には着実な資料による詳 しい解説があり，観客に理解 しやすいよう配

慮している。

　２．３　建物内外に展示された民具類

　建物自体だけでも，農村生活の状況をある程度示すことはできるが，移築 した建物

（とくに民家）内外に民具など生活用具類を展示 して，生活のありのままの姿を再現

することは，スカンセン以来，野外博物館の展示の伝統になっている。移築民家の内

外で民具などを展示する方法は各博物館によって多様だが，整理すれば，資料館的展

示法 と生活復元展示法の２方法になる ［小坂　１９７４：１－９］。資料館的展示法は，民家

の各部屋の機能や生活空間の機能を考慮に入れずに民具などを （陳列ケースや整理棚

を用いる）展示する方法で，収蔵庫的な展示といえる。生活復元展示法は，民家の生

活機能を重視 し，民具などを元来使っていた場所に配置する方法で，民家自体も民具

類 と一体 となっているところに特色がある。民家の生活復元であり，生きた庶民の生

活ぶりを表現 しようとする。 ヨーロッパの野外博物館では，この生活復元展示法が主

流になっているといえる。

　２．４　生活の再現，手工業などの実演

　水車や風車を使った製粉や搾油，陶器，鍛治，製紙など，手工業や伝統工芸の実演，

民俗衣装をつけた人々による作業風景，民俗舞ｉ踊や年中行事の開催などは一種の動態

展示になる。 これ らに加えて生産活動の場を再現するため，家畜の飼育や放牧，畑や

果樹園を配置して農作業を行 うなど，建物（民家）と生活空間を一体化 し ［梅悼 ・大貫

１９７８：２－７］，生 きた生活のある民家や村落，町の姿を展示 しようとする努力である。

　諸行事や手工業の場合，例えば北 ドイツのＢａｄ　Ｚｗｉｓｃｈｅｎａｈｎの野外博物館にある
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ザクセン型農家の広土間で行われているロープ作りのように係官の指導で体験できる

ような，あるいはスカンセンで行われている民俗舞踊や夏至祭のイブに五月柱を立て

る行事のように，観客の参加できるケースもある。いわゆる 「参加する博物館」であ

る。

　 このように生活の再現，各種の実演展示は，野外博物館を活気づけることになった

が，これをディズニーランド型と混同してはな らない。娯楽的要素も無視できないが，

野外博物館の場合は，全般的に生きた伝統的庶民文化の保存展示 という歴史的視点が

貫かれているといえる。

　２．５　展示館

　野外博物館は展示館を別に設けたり， ２～ ３の民家を民具などの展示館にしている

例がある。民家内外での民具類などの生活復元展示は，家屋単位 に個別的にまとまっ

ているが，展示館 （展示場）では，民具類をはじめ諸資料を系統的に深めて展示でき

るし［岩井　１９７６：１４－２０］，その地域の伝統的生活文化の全体を把握することが可能

である。例えばスカンセンと北方博物館 （屋内展示場），ルーマニアの トランシルヴァ

ニア民族 （民俗）博物館と野外展示場，ノルウェーの リレハンメル民俗博物館の展示

館と野外展示，ウェールズ民俗博物館の展示館と野外展示のように互いに補いあって

いるのである。 パ リの国立民芸民間伝承博物館は， フランス各地にある Ｅｃｏｍｕｓ６ｅ

との関係では，総合展示館的な役割を果 している。

　２．６　研究部門と展示

　 ヨーロッパの野外博物館は，少人数だが，優秀な研究スタッフが揃い，研究部門が

充実しているものが多いのも大きな特色である。内容の優れたガイ ドブックをもつ野

外博物館は，ほとんどの場合研究部門も充実 している。ポーランドのサノクのように，

研究報告や広報誌の発行，野外博物館関係シンポジゥムの開催など意欲的に取 り組ん

でいる野外博物館もある。いわゆる研究と展示の一体化である。

　２．７　管理棟，売店，食堂など

　管理棟や売店，食堂なども野外博物館の重要な構成要素だが，とくにこれ らが古民

家など伝統的な建物を活用 しでいる例がある。 この場合は，展示の一環として一層重

要になって くる。

３．　 ヨー ロ ッパ 野外 博物 館 の連 帯

ヨー ロ ッパ の 野 外 博物 館 は， １９世 紀末 （１８９１年 ） に ス カ ンセ ンが 開 館 して か ら １００
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年 に近 くな ろ う と して い る。 と くに１９５０年 代 を 軸 に野 外博 物 館 は新 しい方 向 に進 ん だ

とい わ れて い る ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 ｌ９８１：１２－３１］。

　 １９５６年 の ジ ュ ネ ー ブ にお け る ＩＣＯＭ の会 議 で 野 外 博 物 館 に 関 す る諸 問題 を討 議 す

る必 要 性 が は じめて 公 式 に示 唆 され た。 次 いで １９５７年 にデ ンマ ー ク とス ゥ ェ ーデ ンで

会 議 が 開 かれ ，野 外 博 物 館 設 立 の 科学 的原 理 と そ の主 な 役 割 を 明 らか に した宣 言 が な

さ れ た。

　 翌 １９５８年 に は その 宣 言 は公式 な もの とな り野 外 博 物 館 の 新 しい発 展 の段 階 が は じま

った。 ポ ー ラ ン ド， ル ーマ ニ ア， ハ ンガ リー ，東 ドイ ツ， ソ連 ， ス イ ス そ の他 多 くの

国 々で ，新 聞や 雑 誌 が野 外 博 物 館 を と りあ げ は じめ ，幾 つ かの 専 門 の グ ル ー プ が野 外

博 物 館研 究 に と り くん だ。 １９６６年 に開 か れ た ブ ク レシ ュ チの 国 際 シ ンポ ジ ウムで は，

野外 博 物 館 組 織 につ いて の 諸 問 題 が 議 論 され た。 この よ うに して 各 国 の 野外 博 物 館 の

経 験 と理 念 の交 流 の必 要 性 や その 国 際 的 な 会合 の重 要 性 は ， ヨー ロ ッパ 野外 博 物 館 の

ワー キ ング ・グ ル ー プ の努 力 に よ って 実 現 に こぎ つ け ，１９７２年 ヘ ル シ ン キで ヨー ロ ッ

パ 野外 博 物 館 連 合 の 創立 と な って 結 実 す る こと にな った ［ＣｚＡＪＫｏｗｓＫＩ　 ｌ９８５：１９－

４２；ＺＩＰＰＥＬＩｕｓ　 ｌ９８５：９－１８ユ。 そ の後 １９７４年 はオ ー ス トリア の ス テ ユ ー ビ ン ク，１９７６

年 はス ウ ェー デ ンの Ｈ ａｒｋｅｂｅｒｇａ （現 地 保 存 型 野 外 博 物 館）， １９７８年 に は イ ギ リス の

Ｉｒｏｎｂｒｉｄｇｅ， １９８０年 は ノ ル ウ ェ ーの オ ス ｍ，１９８２年 はハ ンガ リーの セ ンテ ン ドレ と・

２年 毎 に各 国 の 野外 博 物 館 を会 場 と して ヨー ロ ッパ の 野外 博 物 館 を め ぐる諸 問 題 の 討

議 が 続 け られ て い る。 と くた 「野 外 博 物 館 を 活 気 づ け る」 とい う重 要 な 課 題 は，連 合

創 立 以 来常 に 討 議 さ れ て い る。 野 外 博 物 館 を 単 に娯 楽 中心 にす る ので はな い。 科学 的 ，

教 訓 的 ， 教 育 の 目的 と して の野 外 博 物 館 の 充 実 とそ の 活 用法 の 問題 で あ る。

　 ４．　 日本 の野外 博物 館～ ヨー ロ ッパ との若干 の比 較～

　 日本の野外博物館については，すでに概況を報告したし ［杉本 ・中村　１９８１；杉本

１９８３］，別の機会 に総括をする予定である。 わが国では，現在主要な野外博物館 （数

棟以上移築 したもの） は２０以上ある （図１４）。

　渋沢敬三，今和次郎 ら民族学や民家研究の先達がスカンセンを訪ねて深い感銘をう

け，１９３８年に渋沢敬三 らによって東京都保谷に野外博物館を設立する計画があり，そ

の後一部民家の移築 も行われた。しかし戦争のため完成 しなかった。１９６０年に大阪府

豊中市の服部緑地にできた日本民家集落博物館が最初の野外博物館となったが，スカ

ンセンを一つのモデルとして計画を進めたといわれている。わが国の野外博物館は，

スカンセンをはじめヨーロッパの野外博物館の影響をうけながら，わが国の地理的，
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＜数棟 以上集 めた もの＞

　１．北海道 開拓の村 （野幌森林公 園内）

　２，二風 谷ア イヌ文化 資料館 （日高、平取 町）

３．み ちの く民俗村 （北 上市）

４．会津 民俗 館 （福 島県猪苗代町 ）

　５．福 島市民家園 （福 島市）

　６．致道 博物館 （鶴 岡市）

　７．北 方文化博物館 民家集落 （新 潟県 中蒲 原郡 横越村 ）

　８． 日本民家園 （川 崎市）

　９．三 渓園 （横浜 市）
１０．富 山市民俗民芸村 （富 山市 ）

１１．江 戸村 （金沢市 ）

１２． 白山ろ く民俗 資料館 （石川 県白峰村）

１３．飛 騨民俗村 （高山市）

１４．下 呂合掌村 （岐阜県下 呂町 ）

１５， 明治村 （犬 山市）

１６． 人間博物館 リ トル ワール ド （犬 山市 ）

１７， 日本民家集落 博物館 （豊 中市）

１８．奈 良県立民俗博 物館大和 民俗 公園 （大 和郡山市 ）

１９． 四国村 （高松 市）

２０．宮 地嶽神社 民家園 （福 岡県津屋崎町 ）

２１．菊 水町民家村 （熊本県菊 水町）

２２． グラバ ー園 （長崎市）

２３． 宮崎県総合博 物館民家 園 （宮崎市）

２４． お きな わ郷 土村 （沖縄県 海洋博記念 公園）

〈集 中 してい る地区 ＞

Ａ，五箇 山 （相 倉 ・菅沼合 掌集落 など）

Ｂ， 白川郷 （自川 郷合掌村 ・荻町合掌村 ・

　　　 　　 　 荘川 の里 など）

〈民家 を移築 してい る風土記 の丘 ＞

ａ． さきたま風 土記の丘

ｂ．房総風 土記の丘

ｃ．近江風 土記の丘

ｄ．紀伊風 土記の丘

ｅ．立 山風 土記の丘

ｆ．吉備路風 土記の丘

ｇ．み よ し風 土記の丘

図１４ 日本 の野外 博物 館 の所在 地分布
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歴史的背景をふまえてユニークな野外博物館を作っている。中央野外博物館のような

ナショナルレヴェルのものはなく，大地域野外博物館，地域野外博物館的なものが多

い。農家を主とした村落野外博物館が多いが，北海道開拓の村，明治村，江戸村，グ

ラバー園，風土記の丘など歴史野外博物館的な性格のものが目立っている。

　立地環境をみると，北海道開拓の村は札幌郊外の野幌森林公園，豊中市の日本民家

集落博物館は大阪北郊千里丘陵の緩斜面。川崎市の日本民家園は多摩ｉ川に沿う起伏に

富む丘陵地形 （生田緑地公園）， 高山市の飛騨民俗村は松倉城跡の山麓斜面の優秀な

自然環境を活用している。

　愛知県犬山の人間博物館 リトルワール ド野外展示場は面積１２３万 ｍ２の丘陵地帯，

２．５ｋｍ の周遊道路に沿って日本や世界諸民族の民家を付属建物 もセットにして， 現

地の環境復元に留意 しながら配置 している。

　現地保存型の野外博物館としては，庄川沿いの五箇山にある国指定史跡の菅沼合掌

集落と相倉合掌集落が代表例である。合掌造 り民家がよく残っており，現地で村 ぐる

み保存 されている。伝統的街区保存をめざす 「重要伝統的建造物群保存地区」 も一種

の現地保存型の生 きている野外博物館とみてよいであろう。

　わが国の野外博物館も大半は移築復元だが，世界の諸地域の民家を展示するリトル

ワール ド野外展示場の場合，現地素材の関係や運機の困難さなどもあり，現地のまま

の姿や構造で復元が難 しいケースもある。地震，台風対策など日本の風土にあわせて

補強復元 している建物もある６

　わが国でも生活復元展示が主力となっている。例えば川崎市の日本民家園の場合，

ワラ仕事などの実演と参加や，テーマ展示的な正月行事など年中行事をとり入れ，伝

統的な農村生活の雰囲気を出そうとしているし，高山市の飛騨民俗村では，一刀彫，

木地，染色，塗物など伝統工芸の保存 と展示。飛騨と佐渡に残 っている車田田植の古

い手法の保存や実演，年中行事，民俗芸能などによって飛騨農山村の伝統的な生活ぶ

りをみせようとしている。

　わが国では，１９６０年代か ら建築史学による復元編年調査研究の普及によって，民家

研究は飛躍的に発展 した。野外博物館でも，日本民家園をはじめ，復元編年を基礎と

した復元家屋の展示が多 くなっている。 しかしこの場合でも復元家屋の構造の理解に

支障のないような形で生活用具類の展示を行っており，建築構造を生かしながら生活

のある展示を目ざしている。

　わが国では，近年文化財保存への関心や民俗文化への関心の高まりから，野外博物

館の来館者 も増加の傾向がみえは じめている。 しかし著名観光地や都市近郊の遊覧地
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な ど と結 び つ い た2～3の 野 外 博 物 館 を 除 いて,一 般 に地 味 な 存 在 で あ り,観 客 動 員

力 が 弱 く,経 営 状 況 は停 滞気 味 で あ る。

　 日本 に比 べ る と ヨー ロ ッパ で は,中 央,地 方 を 問 わ ず 人 々が よ く野外 博 物 館 を利 用

して い る。 再 三 指 摘 した が[杉 本　 1983],ヨ ー ロ ッパ で は代 々使 って きた相 続 的な

家 具 調度 を,日 常 生 活 の 中 に と りい れ て い る ケ ー ス が多 い。 した が って 日常 生 活 と博

物 館 の展 示 品 との 間 に歴 史 的 な連 続 性 の よ うな もの が あ る とい え る[河 岡,坪 井,杉

本 　 1974:1-31]。 この辺 りが,日 本 人 と ヨー ロ ッパ の人 々の 博 物 館 に対 す る考 え方

の根 本 的 な相 異 の要 因 と思 わ れ る。

　 日本 の 野外 博 物 館 につ いて は,筆 者 の作 成 した 資 料 に よ ってCzajkowski博 士 が ヨ

ー ロ ッパ 野外 博 物 館 関 係 の 文 献 に紹 介 して い る[CzAJKowsKI　 l980:129-132]。 わ

が 国 の 野外 博 物 館 も,ヨ ー ロ ッパ や 北 ア メ リカ そ の他 世 界 諸 地 域 の 野 外 博 物 館 との 比

較 研究 を通 じて,そ の充 実 を め ざす必 要 が あ ろ う。
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